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第 2学年の 「大縮尺の地図を読む力」について
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的

第2学年地理的分野の中の大縮尺の読図κ関する調査結果を分析的K考察し，生徒の地図を読む力の

問題点，読図指導の留意点 ，学校や学級などで調査結果を解釈する場合の留意点，小，中学校(1[合ける

大縮尺の地図を読む指導内容の関連などについて具体的K検討する。

目の
司h

ブu研

内容と方法

1 分析的掛究の対象にした全国学力調査問題

研究のE 

一一全国学力調査問題を以下調査問題という一一分野，領域と調査問題のねらい)
 
1
 
(
 

1・2・3・4小間大縮尺の地図を読む力回大間地理的分野第 2学年中1学校

大縮尺の地図を読む力のねらい回大問

縮尺の大きな地図κかける地図の記号，方位，縮尺についての知識a 

縮尺の大きな地図を読んで ，土地利用や景観を考察する力b 

等高線から地形の特色をは揮する力c 

小間のねらい

縮尺の大きな地図と土地利用図とを対比しながら読む力

縮尺の大きな地図と土地利用図から土地利用の状態を総合的K読みとる力

縮尺の大きな地図，土地利用図 ，地形の断面と土地利用を示した図の三者を対比しながら読

1 

2 

小筒

小問

3 小間

んで相互の関係Vてついて考察する力

縮尺の大きな地図を説んで景観十てついて考察する力4 Jjす制

調査問題

調査問題は埼玉県東松山市近郊の 2万 5千分の 1の地形図と，その土地利用図を使った次の問題であ
(1) 

る。右欄の正答率は，応答状況の概要を示したもので，とれによって分析的問題が作成されたわけでな

(2) 

し令。

回 ある学級で，下の左側の地形図K示されている地域の野外の綴察や調査を
しました。とれに関する次の

1 ， 2 ， 3 ， 4の聞いに答え

をさい。

1 下の右側の図は ，野外の

観察や調査をした地域の土地

利用図です。との図の凡例の

A，B，C，Dは，それぞれ

どん念土地利用を示したもの

ですか。布のア，イ，ウ，ヱ

オに示した組み合わせの中から正しいものを一つ選んで ，解答用紙のその記

号をOで囲み?tさ加。

おぞl A B C D 

ア 乾田 普通畑 桑畑 森林

イ 普通畑 乾回 森林 桑畑

ウ 桑畑 森林 普通畑 乾 回

コニ 森林 桑畑 乾田 普通畑

オ 乾田桑畑普通畑森林
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2 左の腕 ICID

図と土地利

用図をよく

見て， ζの

地妓の土地

利用につい

て述べた次

のア.，イ，

ウ，エ，オ

の文の中か

ら適切なも

のそ一つ選

んで ，解答

用紙のその

記号をOで

囲みなさい。

ア 山議か

から北の
メートJレO 500 1000 1500 

方の起伏

の少ない

平地は，

乾田，普

通畑，桑

畑が地形

vc関係な

くい!l< 
んでいる

が ，山地

匡ヨ と同じよ

A うに森林

E23 
K訟をわ

れた部分B 
もひじよ-うに広い。

C イ 山地は

皿回 ほとんど

D 森林('C診

JレO 50() 1ωo 幸子われ，
圃・圃.
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王手地はわずかな高さの違いで乾田.普通畑，桑畑のそれぞれ多いところ

K介かれてbり，普通畑は川の南岸沿いのととるにとくに多い。

ウ 川沿同には桑畑が， 川の南側(i[は乾田が，川の北側には普通畑がそれ

ぞれ多く ，平地の土地利用には η きりした特色がある。山地の斜面は切

り開かれて，広い果樹固になっている。

エ 平地は高さの違いに応じて ，)11沿いには桑畑と森林，川の北側Kは普

通畑と森林， )11の南側には乾田と普通畑がそれぞれ多レ、山地は ，ほと

んど森林にな必われている。

オ 平地は普通畑と森林がいD12じっているほか ，水のあふれやすい川|沿

いは桑畑(1[，山麓のやや高いととるは乾聞になっているが，全体として

は桑畑が最も広く，山地は森林となっている。

3 地形の断面と土地利用を示した下の図は， 左ページの地形図κ基づいて | ③ 
作ったものです。地形図のa--(:I'を結んだ直線の記号をア，以下b-

4 

-b'をイ， c--c'をウ， d---d'をエと した場合，との図はどの

直線vc沿って作ったものですか。ア，イ，ウ，エの中からあてはまるもの
を一つ選んで ，解答用紙のその記号をOで囲みなさい。

50 

。
日

との野外の観祭や

調査の際(i[，.tcペー

ジの地形図の中に示

したO地点、と P地点

から 21安のスケァチ

を描きました。右の

S 1とS2は，それ

ぞれどの地点からど

の方向を描いたもの

ですか。地形図の中

のアカ孟らコまでの中

からあてはまるもの

を一つずつ選んで ，

解答用紙のその記号

をOで囲みなさい。

500 

乾

田

1000 15∞ 
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(3) これらの問題をとりあげた理由

a 読図の問題は地理的思考力を総合的に評価できるといわれる。品広担識があるなしの分析

でなく地理的思考力や態度をも考察しうるよさがある。加うるκ読図の調査問題は，問題形式が非常K

〈ふうされ ，とれと同一形式の昭 39調査問題は ，出題形式として考えうる最大限のくふ今の跡が勺か

がえるという好評さえある。したがって， 分析的研究をと会して読図力，恩考という問題なども具体的
.(幻

陀検討しうる可能性がある。

b いっぽう ，とれまでの全国学力調査では ，読図に関する問題が毎年出題され ，個々の知識

理解は向上してきたが総合的考察力が不足しているととが指摘されている。しかし ，木県はその全国的
(3) 

水準ょ!J，さらに低く ，銃図指導のうえで具体的に問題点を検討する必要がある。

C さらに ，本年の読図問題に対する正答率は出容調査では，きわめて低い。 文部省では問題

の程度は中学校段階としては最高K属すると述べているが ，低い理由が読図力が低下したととによるも

のか，また ，調査問題の解釈K必要な読図力の中で，何が不足しているのか ，具体的に分析してみる必

要があろう。

d 応答調査の結果では，小中学校の読図問題の平均正答率が下記のように非常に異なる。問

題の難易度も影響しているが ，文部省が苛題作成I'C島、いて，その学年として要求される読図力をみよう

とするものなら ，中学校より小学校のほうがより期

刊
一 待水準に達していると仮定する ととができる。した

がって小学校iから中学校陀かけて読図力がどのよう

K発展するかという点について，指導内容の配列などとの関係のもとで考察し ，指導上の留意点を明確

にするととは有志義なととであると考えた。幸い ，;;js:年は， 小， 中ともV亡さ芋カテストを笑砲したので ，

社会の分析的研究としては ，小中学校ともK大縮尺の読図問題をと Dあげ ，分析的研究という範囲の中

でとの問題を考察してみよう と考えた。

2 研 究の方法

(1) 研究 の手 順

ζれK関しては序説で述べているととろであるが社会としては次のような手順で実施した。

本年度学力調査の分析的研究の構想，方法の審議 一一一ーザ・力関全実施直後から調査問題の検討一一

一一抽出校の中より研究対象枚5か校の選定，3か枚の第2学年 1~学級 ， 第 3 学年 1 学級ずつ計 6 学級

について応答調査一一一-1学年 1日0人を無作為抽出し ，応答調盗の結果を検討 一一一一研究の対象

とする調査問題を決め ，分析的制題作成のねらいをきめ ，問題を作成，容議一一一全車学力調査実施

の約3か月後K分析的問題Kよる調査を上記の学校， 学級に実施，その際，調査方法で述べるがζの研

究では ，第2学年と第 1学年の 2学年を同一問題で調査した。一一一一施査結果については ，第2掌年

は上記抽出の 100人，第1学年で閉じく1日日人を無作為抽出し ，考察の対象とした ー一一第2学

を中心K解釈し，白間検討一一一一執筆という11頁序である。したがって ，とれから述べる分析的問題は

応答調査の結果と深い関係をもつが .その詳細は血の考察の結果で述べるととKする。
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. (2) 分析的問題作 成のねらいと方法

①応答調査の概要

第 2表

以上のと:;b>11結果はよくない。したがって，なぜできないのか，という問題意識を基底Kして，次の

ようなねらいで分析的問題を作成した。

② 分析的問題作成のねらい

a 正答率が低いのは読図力が低下したととによるものか，異なった地形図の読図問題を実施

して検討する。

みる。

b 調査問題の解決陀必要と恩われる読図刀を分析してみる。

ア 方位，縮尺 ，地図記号，等高線などの知識と ，それを問題場面K使って地図を読む力を

イ 問題のねら凶 ，地図を同ーにして ，問題形式を変えた場合の読図刀をみる。

ウ 応答に際し，どのように地図を見，問題を考えたか， 半11断の綬拠をみる。

ヱ 読凶過程を明憾に介析できる問題については ，とれを分析してつまずきの原因をみる。

c らLとの分析的問題を実施したあとで再度調査問題とひとしい分析的問題をやらぜ，誤答の

理由を総合o':i1'<:検討する。また，分析的問題の実施をと診して正答者の変化をみる。

d 小学校から中学校VCかけて読図刀がどう発展するかみて .J訴事内容の学年的配列との関係

で考察する。

③ 分析的問題作成の方法

a 分析的調査 A 

o (1) (あ)( ~ 、 〕 作成のねらいdVCより ，昭40小6調査問題 困 をそのまま使用

した。本県，全国の小品平均正答率や小学校になける分析的調査の結果と比較できるからである。

口 ( 2 ) 1 ・2 ・3 . '4 作成のねらいaκょ'J. Ilti 3 9中2議l金問題目 1 • 2 ， 4 • 

5を使用した。問題形式が土地利用図と対比する点を除き他は同一形式であ9.また，本県.全国の平

均正答率と比較できる使がある。

口 ( 3 ) 1 ・2 ・3 ・4は昭4日中 2M寄査問題 囚 1 • 2 • 3 • 4と同じである。分析的

調査の結果と調査問題の応答結果とを関係づけて考察しようとする場合 .3か月前の結果では期聞が離

れすぎて不適当であるからである。

b 分 析 的調査 B 

o (1)は調査問題回の各問題の解決K必要と恩われるなもな地図記号の知識を分析し
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て作成した。

o C 2 )は調査問題囚 4のスケァチS1を考えるK必要な道路の地図記号κ関する知識

を分析した。

。C3 )は調査問題回 1の選択肢の表が複雑であり ，またその配置も地図や凡例と対照
しκくい位置にあるので問題のねら凶，地図をひとしくして問題形式を変えてみた。

。 (4)(5)①a，①bは，調査問題回 2の選択肢の文が複合文で長く複雑なので ，
とれを要素的な単文に分析して，方位の見方(4 ) 方位と関係づけた土地利用の読み方(5 )①a， 

方位，地形と関係づけた土地利用の読み方(5 )①b などの説図力をみれるようにした。

。 C5 )②は，調査問題回 2の選択肢を選んだ理由を明らかにするため各選択肢の誤り
を指摘させた。

0(6  )① ，②(  7 ) ( 8 )は謁査問題回 3の解決に必要な読図刀を要素的K分析して ，

線縮尺の知識理解①，縮尺の知識陀基づいて川の佐賀を読みとる力②，縮尺の知識κ基づいて土地利用

を読む力(8 ) ，地形図と断面図とを対比して，土地の起伏を読む力(7 )などを分析できるよう U亡し

た。

。(1 0 )①宰ゅは調査問題の読図過程を 5つに分け，第 1段階は ，スク yテが鳥かん図

であるか平地から見た図であるかを区別させ①，第2段階でスク yチした景観の方向を選択させ(ID，第

5段階とし‘て ，その選択した理由を記述させる③ょう Kした。

( 5 )@ i 
L調査問題と同一であり，分析的問題の笑施後，あるいはその過程に組みとまれている。

( 9 ) I 

( 1日)②J とれは ，分析的問題実施後の応答の変化ゃ ，誤答の理由を具体的K検討するためである。

( :5) 分析的問題

上述のねらい，方伝で作成した分析的問題を以下に掲載する。との調査は学力調査の 5か月後笑施し

たものである。 ζの結呆は凪で考察するが， 1正答E認を検trc記載し，問題と対照できる工うにした。

. 

- 5 4ー



昭40 中 1・2社 (A)

( 1) (あ〕下の 1，2，3，4，5の文章のうち地図 1('(よくあてはまqも

の，地図 2('(よくあてはまるものはどれでナか。それぞれ一つずつ

えられ，その番号を仁コの中時き左さい。

地図 1
i 東西を山Kかとまれた谷

閣の中で.，人々はせまい土

地をたがやして〈らしてい

る。 JK回はほとんど念<， 

なもに畑作が行念われてい

る。

2 町は，川が海へそそぐと

とるκ発達し，交通は便利

であるの北がわの山の斜商

では ，<だものづ〈りがよ '

〈行なわれている。

3 山は海岸近くまでせまり.1
陸上交通が不便で 目， と~. り ‘

町へ行〈十ても船を利用する

地図 2
ζ とが多lハ。鉄道もまだ通

じてい念い。

4 まわbを山Kかとまれた

盆地の一部で，むかしの城

あとが高いかかの上Kあり ，

町はその策がわに発達して

いる。

5 川ぞいK平地が広〈つづ

き，米づ〈りがよく行なわ

れている。また川べりには ，

くだもの畑も5もられる。

( 1)(あ〕の答え

地図 1の答え

舟工場
。 500111 

地図2の答え

- 5 5ー
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〔い〕つぎの 1• 2 • 3の文章は ，上の二つの地図のどちらかの学校を中心と

して書いたものです。両方の地図をよく見ながら，正しい文を一つだけえ

らんで ，その地図 と文の番号を ，それぞれ亡コ亡ゴの中陀筈き

なさい。

1 学校の前の道を西のほう(1[300メートノレほど行〈と ，道は十字路と左
ゅう

る。 ととは町の中心で，役場や郵便局在どがある。

2 学校から北のほうには，川をはさんで水田

がひらけ ，そのさきの山すそKは，神社や〈

だもの畑がある。

3 学校は，高きが40メートノレほどの高台の

上にあり ，町を見為、ろすととができる。北の

ほうKは鉄橋が見え ，学校と鉄橋との聞には

工場が多い。

(1 ) (い〕の答え

地図の 文の
C~"，;;;) ( ~";::;) 
番号 番号

仁コこ〕
( 2) ある学級で ，野外観察と調査のために，次の地形図を読みました。とれ

K関する下の 1• 2 • 3 ， 4の聞い(IC答えなさい。

メートルp 叩 I~ 2000 

I 平地のようすについて述べた次のアからオ主での文のうち， ζの地形図

の説明図として最も適切念ものを一つ選んで，その記号を仁コの中に書

き左さい。

ア 平地Vては乾田が多<.西のほう Uては規則正しい道路が作られ工湯や集

団住宅ができている。

- 5 6ー
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イ 平地の大部分は普通畑であり ，西のほうKは規則正しい道路や工場や

集団住宅ができている。

ウ 広い乾田のすみずみKまで規則正しい道路が作られ ，多くの工場や集

団住宅ができている。

エ 山議の賂K近い乾田の中VL.新しい工場や集団住宅がたくさんでき

ている。

オ 平地の大部分は乾田や普通畑であり ，集団住宅や

工場はーか所に集まっている。

2 山地のようすκついて述べた次のアからオまでの文のうち ，との地形図

の説明として最も適切なものを一つ選んで，その記号をにコの中κ笛き
念さい。

ア 山麓の斜面に集落が続いている。山地十ては森林と草地が多<.一部{と

茶畑と果樹園がある。

イ 集落は山麓K発達している。山地の大部分は森林に女合われ，ととろ

どとるに果樹闘がある。

ウ 南北に通る道路の西側K集落がある。山地Kは茶畑や森林が多いが ，

〈わ畑もかなP見られる。

エ はl麓の道路沿いK集落が続いている。山地は茶畑ゃ果樹関Vて利用され ，

森林もか念り残っている。

オ 集落は山地の中腹Vてある。山地は茶畑，果樹国，

〈わ畑 ，乾田などに利用されている。
||  

3 上の地図形に示されているA-Bの地形の断面を正しく警き表わしたも

のを，次のアから村での中から一つ選んで，その記号を亡コの中時

きたさい。

10iI327fトミ B 

100 

A 

m ウ

B 

18日日π1

| メケて r ・ 4 寸 ~"→ B 
Ai L51て " I 
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日1
2日日

2こ

叩

A

目。

B 

オ
1800m 

B 

1800m 

| | 

4 次の S 1 • S 2のスク yチは.cAの 2)ー問題(2)の地形図coC地点、か

ら，それぞれどの方向を錨いたものです刀、地形図の中K示してあるアか

らオまでの中からはてはまるものを一つずつ選んで，その記号を仁コ

の中K警きt.rさい。

SI 

82 

口
口
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(3 ) 

1 調臼 1と閉じ(4 9頁参照)

2 調白 2と同じ(5 0頁参照)

3 調印 5と閉じ(5 1頁参照〉

4 調囚 4と向じ(5 1頁参照)

|中 11 36 I 

|中21 461 

|中1I 25 I 
|中 21 2 ~I

S 1 S 2 

|中 1I 2日I1中1I 91 
|中2I 16 1 I中2!181 

昭40 中 1・2社 (B)

( 1 )次の地図記号は，それぞれどのようなととを示す記号ですか。下の

亡コでかとんだ中からあてはまるものを一つずつ選んで ，その記号を

( )の中に書きなさい。

① O 
~:・F.-. .

~ . 9. 
9.~・A

② 11 ③ て

11 11 、L， Y 
11 Y 

@卒@ 

， ， 

①( 

@( 

④
 

⑤む

o o 
0 

@ @ 

一+→一幸寸ー÷一一 室雪医

②( 

@( 

⑦( )⑪(  ) ⑤(  )⑤(  )①(  

悶

畑

わ

像

乾

桑

的

立

ア

カ

サ

イ 荒地 ウ 茶畑 ヱ 普通畑 オ 集落
ひ 主A.とつ

キ 森林 ク果樹園 ケ 記念碑 コ 煙突

シ 独立針葉樹 ス 私有鉄道 セ 国有鉄道

ソ 送電線 タ橋
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(1: (}?i 包}④ @ @ ⑦@  ⑨ 

( 2)地図に示される道路の中Kは ，次のように示ぎれる道路があ bます。乙

の道路の横断面は ，どのよう念形K念るでしょう。 ア， イ ，ウ，ヱ ，の巾

からあてはまるものを一つ選び ，その記号を仁コω中κ嘗きなさい。
ア イ ウ Z二

制#/(\一~/一 ー ¥J-JLJしー

||  
はん

( 3) 下の区は ，地形図で次頁の図は土地利用図です。凡例のA，8，C，D

は，それぞれどんな土地利用を示したものでナ九下の仁コでかとんだ
ほん

中から ，あてはまムものを一つずつ選んで ，その記号を凡例の下の( ) 

の中に書きなさい。

地形図

b c d 

a 
bJOJc'1500d 

メートル O 500 

- 6 0ー
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( 4) (Bの 1)一問題(3ゅよう左大縮尺の地図では，地図K示された範囲で

上 ，下，左，右は ，それぞれJt[，西， 南 ，北のどちらの方vc左Pますか。

下の ( )の中K答えを宅主主左さい。

上は( ) 下は( ) 右は (

土 地 利用図

500 1000 

凡例匡ヨ E23医盟血血l

) ( ) ( ) ( 

- 6 1ー
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( 5) (Bの1)一問題(3)の地形図と土地利用図をよ〈見て次の間いK答え念

さい。

0.) との地域の土地利用Uてついて述べた下のアからクまでの文の中で適切左

ものκは0，誤っているものKは×を( )の中V亡書き念さい。

aア 乾田は川の北側yLと<VC多い。

イ 普通畑は川のお側工り南1IIIJの方に多い。

ウ 川の北側にある山抱は ，ぜんぶ森林にななわれている。

エ 桑畑は川の北{JlIJyL世，南側t'Cもある。

bオ 山対tの北側|の斜面¥cJ:，切り聞かれて茶畑κなっている。

カ 川の北側(tL，や』高い平地があ_t.その平地Kは森林や普

通畑が多い。

キ 桑畑は川の北側ゃ南111~~てあるが ， とくに水のあふれやすい

川沿いK多い。

ク 川の南側K北側よりやや高い平地が多<，そとは伝とんど

乾田κ1.lっている。

① 次のア，イ， ウ，エ，オの文は，との地域の土地利用Kついて述べたも

のです。それぞれの文の中で誤っていると思う部分だけを選び，その下K

線を引き念さい。

ア 山ろ麓〈から北の方の起伏の少ない平地は ，乾田，普過畑 ，桑畑が地形K

凶係念〈いりくんでいるが ，山地と同じように森林にな沿われた部分も

ひじように広い。

イ 山地はほとんど森林(tL:lo':t'われ，平地はわずかな高さの速いで乾田 ，

普通畑 ，桑畑のそれぞれ多いととろK分かれて主，..t ，普通畑は川の南岸

沿いのととるにと<(tL多い。

ウ 川沿いKは桑畑が ，)11の南側Kは乾田が ，)11の北側Kは笹通畑がそれ

ぞれ多<，平地の土地利用Kははっき bした特色がある。山地の斜面は

切り開かれて，広い果樹園Kなっている。

エ 平地は高さの違いに応じて ，川沿いUては桑畑と森林 ，川の北領IJ(tLは普

通畑と森林 ，川の南側には乾田と普通畑がそれぞれ多h。山地は，ほと

んど森林κ公なわれている。
オ 平地は普通畑と森林がいタまじっているほか，水のあふれやすい川沿

いは桑畑(tL，山麓のやL高いととろは乾田に在っているが，全体として

は桑畑が最も広<，山地は森林と在っていゐ。

③上のア，イ，ウ，エ，オの山で ，との地域の土地手IJ・

用を説明した文として適切なものを一つ選び，その記 | | 

号をにコの中K書き念さい。 I I 

(6) (Bの 1)ー問題(::l)の地形図をよく見て次の聞いに答え左さい。

①地形図のP地点、からO地点までの直線距離は約何mあbますかの地形図

- 6 2ー
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の下の線に示された縮尺を使って答えを出し，亡コ

の中l吃記入しなさい。

(2)問題(3)の地形図のa-a' を結んだ直線をア ，b-b' をイ， c -c' 

をつ， d-d' をヱとした場合，下の図の川の位置は ，どの直線に沿って

示された位置です刃h ア.イ，ウ，エの中からーフ選んで ，その記号を

の中に書きなさい。

¥ I IA' ||  
5日日 1000 1500 2000 2500rn 

( 7) 地形の断面を示した下の右側の図は ，友の地形図K基づいて作られたも

のです。地形図のa-a'を結んだ直線の記号をア， b-b' をイ， c-

c'をウ， d-d'をエとした場合 ，ζの断面図は ，どの直線K治って作

られたものですか。 ァ，ィ，ゥ，エの中から一つ選び，その記号を仁コ

の中K書きなさい。

メート/レ O

a 
500 

b' 
1000 

。

d' 
15∞ 

(8) (Bの 1)一問題(3)の土地利用図をe-e' を結んだ直線K沿ってみた

場合，次の図の( )の部分は ，それぞれどのように土地が利用されてい

ます仇図の左の口の中からあてはまるものを一つずつ選ぴ ，その記

号を図の( )の中K書き念さい。

I=1 = I = I I 
| 。

ア 普通畑イ森林ウ乾田

エ 桑畑 オ 果樹園 カ 茶畑
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1500 200o 2品rnl[~1 1491 
[ I 11中 2 I 55 I 

(10) (Bの 1)ー問題(3)の地形図をよく見て次の聞いに答え左さい。

(1) 地形図(tL示したO地点とP地点から 2枚のスク yチを描きました。下の

S 1とS2はそれぞれO地点 ，またはP地点のどちらから錨いたものです

方、 oまたはPを，それぞれ地図の下の( )の中K容きなさい。

①の答え→(

ωの答え → | | i|  

(2) S 1 ， S 2のスタァチは ，それぞれO地点，またはP地点、のどの方向を

描いたものですか。問題(3)の地形図のアからコまでの中からあてはまるも
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のをそれぞれ一つずつ選びその記号を①の答えを書いた( )の下の

口の中K別抗い。

@ (2)の答えを選んだわけを ，S 1 ， S 2どとVCf/l)亡]の中崎鱒き

K書きなさい。

S 1 S 2 

(4) 調査対象

新潟市近郊の中学校5か校を抽出し，各学校の第 1学年1学級ずつ計3学級 ，第 2学年 1学級ずつ計

3学級，合計6学級Kついて調査をした。第2学年は応答調査を笑』在した学級である。

第1学年を実施した浬由は ，分析的問題作成のねらいd!tL述べた小，中学校の読図指導の関連をみる

うえK必主要であったとと ，また，大縮尺の読図指導は主として第1学年地銀的分野の最初の単元「郷土」

で行在われるので.そとで養われた読図力を分析的問題の調査した時点!tL~.いて検討しうるとと ， それ

が2年生の調査結果を解釈するうえK役えーっとと念どからである。

(5) 調査方法

a 実施期 Hは ?月 22日・ ?月 28日・ 10月 1 日・ 午後第5校時 4日分

第6校時 4 0分である。

b 調査方法は，第 5 校時}'L調査A を実施し ， ~ó校時K謝金 Bを実施した。二つにわけた週

休t.l:，調査問題とひとしい分析的問題を前K実施し ，ステ yプをふませたり，解決K必要な知識 ，理解

を要素的!tLわけてみる問題は後K実施するととが生徒の読図カの問題点をは握しやすいと考えたからで

老る。

(6) 調査結果の分析方法と記述形式

分Vie澗題の溝成は，すでに述べたどと〈次のようになっている。

分析的問題A

昭和39年度中 2の大縮尺の地図の問題 )ー→{・40年度調査問題を分析した問題

昭和40年度小6 中2の大縮尺C地図の問題f L4日年度中2の大縮尺の地習の問題
乱 調変結呆を分析して考察の対象としたのは中学 2年生の無作為抽出!tLよる 10日人である。

したがって，とく陀中学 1年と書いてない場合はすべて中学2年生の数字であ!?，解釈である。

b 異念った地形図での読図結果と調査問題とひとル骨折的問題の読図結果とを比較する場合

は，分析的調査Aの結果を使用する。分析的調査Bでは ，問題?をと治して ，ある程度指導か加えられる

からである。
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c 調査問題の解決K必要左基機的読図力と調査問題とひとしい分析的調査との結呆を比較検

討する場合は，どの場合も分析的調査Bの謁査問題とひとしい分析的問題を中心とする。読図の過程ャ

応答根拠など ，調査Bを中心Kして作成されているからでるる。

d 結呆の考察で，問題をもう一度掲載するととはスペースの関係で不可能である。一部掲載

するとともちるが前掲の問題を参照していただきたい。

e 問題番号の表記方法は，次のようUてする。

ア 調査問題とひとしい介析的問題 分析的調査Aのものは分A(3)1(錨巴 1J 

分析的調査Bのものは分B(3) 1 (調囚 1J .巴 1

は省略するとともある。昭和 39年度調査問題は分A(2)1 (昭39調〕

小学6年の調査問題は分A(!l;bC小 4調〕とする。

イ その他の調査問題を分析した分析的問題 全部，分析的調査Bであるので.ABはつ

けず分(1白人分(2)とする。

f 数表は実線でかとみ，問題の内容K関するものは点線でかとむ。

g 考祭の対象は 1日 0人であるので，必要の念い限j:)3 5とか 11として ，% ，人をつけ左

い。

E 研究の結果とその考察

1 地形図と土起訴リ用図を対比して，土地利用を見分ける力について

(1) 応答調査にみられた問題点と分析のねらい

調 臼 1の問題のねらいは ，縮尺の大き念地図と土地別府図を対比して，土地利用図の凡例が何を示

すものか下記の選択肢の表の中から選ばせるととによって読図カを見ょうとするものである。応答調査

の結果は次のように低<.本県 ，全国も高いとはいわれない。
第 1表

本県 38.2 

全国 王宮 2

応答

調査
25 応答分布

② イ ウ エ オ 無

25 15 2日 1 6 20 A 

計 1

1日日

地

形

図

略

A B C D 

電う

イ 普通畑乾田森林

ウ 桑畑森林普通畑

エ 森林桑畑乾田

オ 乾 田 桑畑普通畑

ととで問題点として感じたのは正答の

アK対する応答の少左いととと ，応答が

各選択肢に平均して分散しているととで

あった。 しかし ，その後，文部省の中間

報告をみると ，との傾向は次のように全

国共通である。 イー 16% ウ竺 14 

ofo エ=13% オ=15%，との理由

Kついては文部省は直観的に判断した者

が多い，と解釈しているが，との問題を

."・........................・・・ .....• •.••••••. ...• .•. ... ...• .. . ・・...............，.!
-a . 

: I 
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凡例 匡ヨ区司 盤調町田

と(l'C必要な読図力を介析すれば次のよ

うに念る。

a 乾田，普通畑 ，森林，桑畑

~ど土地利用に関する地図記号'の知識が

ちるとと。

b 地形図，土地利用図を対比

して，土地利用を見分ける読図力をもっ

とと。

そこで， ζれを分析のねらいにしてa(rC 

ついては ，地図記号そのものの知識を見る問題をつ <!:J ， b vZ:ついては，調査問題の問題形式をかえて，

複雑念選択肢の表をとり ，凡例の下K直接 ，どの土地利用を示ずか記入させるようKした。左右‘，との

閉鎖形式は ，昭和39年度調査問題にはさといので，分析のねらいを上記の 2点、Kした。

(2) 乾田，森林，普通畑，桑畑など地図記号の知識

土地利用の地図記号そのものを知っているか，どうかという問題の結果は，それと同ーの選択肢で，

地形図の中で土地利用を見介けさぜた問題と対比してみるほうが読図力の問題点、をとらえやすいと思う

ので対比して結果を示すととUてする。

第 2表

森林 乾田 桑畑 普通畑 4っとも正

a 地図記号の知識 中 1 2 6 7 8 6 4 3 3 1 5 

分(1 ) 中 2 2 6 7 4 8 1 3 0 1 5 

b 地形図 ，土地利用図を

対比して， 土地利用を見 中1 5 6 8 0 5 5 4 8 3 1 

分ける力 分 (3) 中2 6 5 7 1 6 7 5 1 3 9 

頁参照、〕

a 森林の記号は普通知とともK知っている生徒が少左い。とれと混同されるものは果樹園

( 1 6 ，とれば調回 2の分析vcも重要在意味をもっ)独立針葉樹(1 4 )茶畑(1 7 )などでるる。

しかし ，地形図，土地利用図を使って見分けさせると ，森林は山地と関係づけてみられるので正容者が

多く左る。

b 普通畑は無記号念ので，誤答の者が多い。とれと混同されるものは荒地(2 1 )記念碑

( 1 4 )送電線(8 )在どである。しかし，土地利用図，地形図を使って見分けさせると正答者は多〈

在る。

C 桑畑は記号として知っている者は比較的多い。しかし，地形図と上地利用図で見分けさぜ

ると森林(9 )茶畑(7 )果樹国(6 )衣どと混同して ，かえって正答者が少念〈念る傾向がある。

d 4つの土地利用の記号を知っている者は 15人 ，全部，地J形図の中で見分けると止のでき
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るものは 39人で土地利用の地図記号に関する知識は不じゅうぶんでるる。しかし，地図のうえでは

3 9人見分けられるのであるから，学力調査で調囚 1が左ぜ20人しかできなかったのか，問題(lO!IJ

して具体的代検討してみたい。

(3) 地形図と土地利用図を対比して， 土地利用を見分ける力

① 応答調査から分析的調査になける~E答者の変化について

介析的調査の分A(1)1 (調〕の正答者は応答調査のときに比べて非常に向上している。との傾向はど

の調査問題の場合も同様であるので，との点、をまず検討して合とう。

第 5表

応答調査 調臼 1

升斤的問題分A(3)1.. (調〕

正答率 ② イ ウ エ オその他無計

25 25 15 2日 16 20 

46 46 1 4 1 4 8 9 

0 

5 

4 1日日

4 1 0口

とのように変化した理由を考えると，学力調資の際』て比べて，分析的問題κよる調査の場合は，
a 読図問題ばかりを小 6調査問題，中 2昭 39調査問題とやらせてい〈ので，問題そのもの

がある程度指導の役割を果たしている。

b 時間的余硲，気分の落ち発言き友どで ，選択肢の表をひとつひとっていねいκ検討していっ

た。

C との問題は，とれから述べるどとく 4つの土地利用を完全に見分ける力が念〈ても，選択

肢の表を考察する手順がよければ疋答しうるので上記の乱やbなどの要因がと〈に大き〈はたらいたと

考えられる。とれ以外の要因もあろうがとれ以上分肝するととは不可能である。

② 土地利用を見分ける力と選択肢の表を考察する過程との関係

分析的問題の中の調査問題と同一念分A(め1(調〕と，地形図と土地利用図を対比して土地利用を見

分けさせた分(3)は，問題のねらいは同じであるが後者は選択肢の表で乏<，土地利用をひとつひξつ記

入させる形式K在っている。との両者の関係を検討するととによって生徒が選択肢の表を考察した過程，

調査問題のねらいに即した実力をもって正答したかどうか念どを分析してみたい。

第 4表

分A(3)1 分(3) 分間十て沿いて ，地形図，土地利用図を対比して ，凡例の乾田，

〔調査問題〕 土地利用を 4つ 普通畑，桑畑，森林の4つのうち.い〈つ見分けられたか。

とも見分ける 4つ正 5つ正 2つ正 1つ正 。 計
I 正 正 30 <kd> 3 0 日 日 日 。 30 

E 誤 正 ? ①?  日 日 日 。 ? 

E 正 誤 1品 日 o 7 o 3 乙~ 4 L::.. ヨ 1 6 

N 誤 誤 45 。 口 7 口18 X 1 0 X 10 45 

計 1日日 計 39 1 4 21 1 4 1 2 1 0日
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a x印の 20人は土地利用を見分けるととができ左いため ，分A(3) 1 [調〕ができ左かった

と考えてよν、
b ム印の 6人は，土地利用を見分ける力がないUてもかかわらず，分A(3) 1 (調〕に正答した

わけである。土地利用をぜんぜん見分けられ念い 2人はまぐれ当りといってよい。ひとつは見分けられ

る4人は，とれから検討するどと〈選択肢の表をうまく検討していったととも考えられる。

c 口印の 25人は，乾田 ，森林，普通焔 ，桑畑の中で2つ念いし3つは見分けるととができ

る。しかし，分A(311 (調〕はでき念い。

0印の 1白人は ，土地利用を見分ける力は ，口印と同じ程度でるる。しかし ，分A(3) 1 (調〕はでき
.................，・，ー-ー，・・・ー，..

A B C 

ー@ 乾図普通畑桑畑
ーーー-_..-・ーー，ー争
イ 普通畑乾田森林

ウ 桑畑森林普通畑

ヱ 森林桑畑乾田

オ 乾田桑畑普通畑

る。との相違の理由を考えてみよう。

との選択肢の表を→印の方向で検討する左ら，乾田がわかれば，

問題はアとオの2肢択と，z!J ，次K普通畑 ，もし〈は桑畑がわか

れば正答しうるととに左る。つま.!?2つの士地利用を見分ける力

があれば正答しうるわけである。しかし ，ー+印の方向で検討し

ていくとすれば ，土地利用全部を見分ける力が必要であり，その

過程で，かん違いして誤答するとともありうるわけである。すな

わち .①印の?人がそれである。土地利用を 4っとも見分ける力

をもっているが ，との選択肢の表を検討する過程で ，ー+印の方向で検討し ，かん違いしたか，直観的

vc明断したのどちらかであろう。とのように考えると分A(3)1 C調〕のでき 左かった54人のうち ，選
択肢の表を考察する手順がよければ×印の20を除〈他の3 4人は正答可能の読図力をもっているとも

いえる。

d ~印の 3 0名は ，乾田 ，普通畑 ，桑畑，森林の土地利用をみわけるカをもってかり，また

分A(3)1 C調〕もできたζ とに走る。この生徒カ誌周査問題のねらいとする哀の力ヲをもっといえよう。

以上の結果から，調査問題の正答者は ，二つの地図を見比べて，乾田，普通畑，森林 p 桑畑の土抱利

用を完全VζみわけるブJが念くても，解答技術 (ζれも，ひとつの思考力でちるが)1-(よって，正答した

者もいる(1 4人 正答者の約 3C % )反面，土地利用をみわける力があっても，前頁の複雑左選択肢

の表を検討する過程で誤答した者もいる(9人 誤答者の約 16 % )と推測するととが可能である。

(4) 考察のまとめと指導上の留意点

乱 調査問題のねらいは，地図と土地刷用を対比して土地利用を見分ける力をみようとしてい

るが，との正答者の中には，真に土地不IJ用を見分ける力を持つものの他V(，不完全であるが選択肢の表

を考察する手順がよかったため正答した者もいる。誤答した者の中l乞は，土地利用を見分ける力をもっ

ていながら選択肢の表を考察する手j慣がわる〈て誤答した者もいる。選択肢の表を考察ナる手順がよけ

れば正答可能念読図力(2つ以上の土地利用を見分ける力)をもっ者は74人もいるから s正答，誤答

l乞大き〈影響しているものは， 4つの土地利用を完全K見分ける力の他に選択肢の表の考察のしかたが

大き〈影響している。そしてとれが全国学力調査VC;!;~ける誤答の大き?を原因の 1 つであると推測すると

とが可能である。

b 一応正答率を問題lぐするなら，なぜ選択肢の表をうま〈考察できなかったか検討し念けれ

ばをら?をい。その理由として表の配置が見陀〈いとともあるが，根本的Vては，とのよう念考察の手j院が
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ものをいう複雑念テスト問題に接ナる機会が少*<，比較的単純念再生的知識十てよって解〈問題K援す

る機会が多かったのではないかと考えられる。また ，ひとつひとつ注意深く検討するのでな<，それら

しいものがあると ，すぐそれK反応するという応答態度も影響していよう。

次1'(，分析的問題をとなしてみられた生徒の読図力の問題を検討してみる。

C 乾田 ，普通畑，森林，桑畑の中では森林，普通畑の記号は定着してい念い。(第2表):地

閣の図式の中κは，議事本という記号は念<，広葉樹林と斜葉樹林の樹林記号しか*い。そとでふ:やGは

樹林記号としてとらえさせて合〈ととが重要なのでるるが小学校の教科替の中には ，1.1を針葉樹，qを

広葉樹としているものもある。哀の地形図を取b扱っているわけで左いから，まちがいとはいわれ乏い

が ，最初から樹林記号として教えてい〈ととがのぞましい。とのととは中学校でも同様である。

普通畑は無記号であるから ，生徒がイメージとしてもちにぐいととは当然で，それだけ注意して指導す

ることが必要である。

d しかし ，とれらの土地利用に関する基本的念地図記号を中学校で教えなければ念ら念いと

する左ら問題があろう。小学校の家屋K関する高'1記号(学校，寺院，神社念ど)はきわめて習得率が高

いζ とiJI.，との介析的研究の小学校(5 2集)で実証されているので，同線κ土地利用に関する記号も

児童Kよ〈定着させていただぐよう，同一地却の小中学校の速係がのぞましい。

e しかし ，記号の知識を念ぼえるというととは .読図にとって本質的左 ζ とで左<，地図の

中で土地利用をみわけたり，地形と関連させてみるととが ，むしろ本質的左ととである。その点では ，

桑畑や乾田左ど記号としてなほえていても ，地形図の中で見分けるととが，むしろ困難なようすがみら

れる (第 2表 ，調臼 2の検討でもみられる)地図記号は具体的在地形図の中で指導する ζ とが望まし

レ、。

2 地形図と土地利用図を対比して土地利用の状態、を

総合的に読みとる力について

(1) 応答調査にみられた問題点と分析のねらい

調回 2の問題は， 2つの地図を見比べて土地利用の状態を総合的vc読みとる力をみようとするもの
で問題形式は 50頁に示したどとく ，土地利用について述べた5つの文の中から適切左ものを 1つ選ば

せるものである。との正答率，応答分布は次のとなりである。

第 5表

木県 24.8 応答調査 2口 応答分布 ア イ ウ @ オ その他無 計

全国 26.0 917 36 20142. 2100  

上記のようK正答率は低い。そとで，次の点を検討してみる必要があろう。

a 異なった地形図で ，fiiてひとしい問題形式により ，土地のようすを読む力をみる。

b 調査問題の選択肢を下記のように令析し，同ーの地形図を使用して読図力をみる。

ア 地形図K念ける南北の方位のみかた。
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イ 土地利用を方位との関係で読む 1以上は ，調査問題のように複合文にせず，単文

ウ 土地利用を方位，地形との関係で読む Iにする。

c 応答分布では ，ワκ最も反応が多ぐ ，ついで ，イ やオfても反応が多い。とのあとで発表さ

れた文部省の中開発表でも， ウ=29 %，イ =2日%の反応、が問題とされている。とれらの誤答を選択

して正答のエを誤りとしたのはなぜか ，調査問題の選択肢を使って ，総合的に検討する。

d 以上の分析的問題の笑施をと令して調査問題とひとしい分析的問題κ対する正答者の変化

をみる。

(2) 調査問題と異なる地形図から山地や平地のようすを読み とる力

分A(2)1， 2は昭和.39年度の調査問題 (5 6頁参照〉で， 4 0年度調査問題のようK土地利用図と

対比する必要は左いが，他は問題の本質的にねらう点，形式がほぼ同一である。 ζの正答率は次のとか

bである。

第 6表 ※ 本県 ，全国の正容率は昭和.39年度の正答率

※本県 ※全国 (分)中 1 中2

分A(2)(fIs 3 9調〕平地のようす

分A(2)[昭.39調〕山地のようす

.3 8. 0 

.3 8. 7 

.3 7. 2 

41.9 

2 5 3 5 

4日 4 9 

山地のようすに関する読図は全国的に見ても悪いとはいわれ左いが平地のIうすの読図は悪い。

応答介布を見ると，誤答のイ，ウκ反応が多<，前者は地形図の乾田と普通畑を混同したものであり，

後者は，広い乾田のすみずみまで規則正しい道路があると鬼誤ったもので，やはり地形図の中で土地利

用を見分けたり ，細かく地閣を見ていぐ態度に欠けるととろがある。

次VL， 4 0年度調金問題κひとしい分A(312[謂〕の応答との相闘をみると次のようK在る。

第 7表

分A(2)1 [昭39調〕王子地のようす 分A(2) 1 [閉39調]山地のようす

分A(3)2 [調〕 正 三u』旦、 計 分A(3)2 [調〕 正 誤 計

土地利用の 正 1 4 1 5 2 9 土地利用の 正 1 1 1 8 2 9 

ょうす 誤 2 1 5日 7 1 ょうす 誤 .3 8 3 .3 7 1 

計 3 5 6 5 1 0 0 計 4 9 5 1 1 0日

両者の相関関係をみるため，関連係数(Cofficient of Association=q)を次のよう

な方法で算出してみると ，関連は低いのみで左<，山地のよ うすの読図との関係はマイナス陀在る
(4) 引)

zd 
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凋
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1
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1
 

以上のととは・同じよう左問題形式で読図力をみようとしても，対象となる地形図 ，選択肢の文が異

左ると正答者は変動し，問題場面が変わっても読図できる安定した読図力をもっ生徒はきわめて少左い
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とと，反面 ，調査問題ができ念〈ても .問題易面が変わればできる生徒も存在するとと，したがって ，

4 0年度の調査問題の正答率だけで一般的左読図力をうんぬんするととは問題で，あくまでも調査問題

K即した個別的念検討が必要であるととを意味している。

(3) 土地利用を方位や地形と関係づけて読む力

第 8表

中 1 中 2

大縮尺の地図Uてお主ける南北の方位一分(4) 6 6 7 5 

方位と土地刺用の単文によ る読図一分(5)¥1)a 

ア 乾回は川の北側Kと〈κ多い。 6 1 7 2 

イ 普通畑は川の北側より南側の方K多い。 5 1 6 0 

ウ 川の北側にある山地はぜんぶ森林にななわれているの 5 4 7 6 

2二 桑畑は川の北側Kも南仮.IJVてもある。 l 7 5 6 2 

方位と土地利用と地形(1(ついて単文Kよる読図一分{5ぬ)b

オ 山地の北側の針面は切b聞かれて茶畑!IC走っている。 6 6 6 5 

カ 川の北側にやや高い平地があり ，その平地Vては森林や普通畑が多い。 6 3 5 2 

キ 桑畑は川の北側や南側IIVてあるが，と(&(7)'¥のあふれやすい)'1沿いに多い。 56 7 5 
E 

ク 川|の南保IJI'C北側よりやや高い平地が多<，そとはほとんど乾凹K念っている。 3 5 4 1 

以上のように ，単文でみると，調査問題のよう念複合文に比べて正答者は多〈念る。しかし ，iIっと

① なして正答した者は， -aは26人で， """bは 16人と非常vc少な〈念る。問題は2者択 1のOxで答

える形式であるから ，正答事としては ，4っと会してみるほうが妥当性がある。との点、から考えると方

位と土錯S利用 ，方位と土地利用会よび地形念ど関係的陀読みとる力は低いといって'よかろう。

さら(1(，各問どと花見ると， クができ左い。とれは ，やや高い平地という地形との関係でみるととが

できずρ ので ，等高線 ，三角点をどは注意しでも，その位置の標高を数字で示した独立療高点を読むと

とができ念いととを示している。同一傾向のカの小間がそう悪〈ないのは ，文のう しろの部分の平地K

は森林や普通畑が多い ，IIC反して正答K在ったと解釈できょう。

(4) 土地利用の状態を総合的に読みとる力

① 調査問題とひとしい分析的問題K対 する正答者の変動

分析的調査IICi>>いては， 調査問題と まった〈ひとしい問題を調査AIICゐいて分A(日けと して行念い，

次に調査Bの分析的問題を実施したあとに再度分B(5)③と して実施しているので ，その変化をみると次

のようK在る。応答調査一分A一分Bと正答者は少しずつ多〈在っている。しかし，その内容を検

第?表

応答調査一 2日 分A(3)2 (調〕ー 29 分B(5)③〔調 )-34 
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討すると ，前K正答した生徒があとでも正答しているわけでない。

とする。

a 分A，分Bともにできた者は 15人，とれ以後の検討VLIグループとする。

b 介Aではできな-jJlったが，介Bでは，できるよう陀左った者が 19人， ζれを liグループ

C 分Aではできたが，分l虫κ左るとまちがった者は 14人 ，ζれをEグノレープとする。

d 分Aも分Bもともにでき念かった者iJ，52人， ζれをWグループとする。

Eグループは地形図，土地利用図とステァプをふんで考察させていけばできる者であり ，皿グループ

の存在は，最初の正答が基礎的読図))(1[うらづけられた応答でないので ，いろいる考察を重ねていくう

ちに応答が変わる不安定な読図カであるというととができょう。 ζの点を以下で検討する。

② 基礎的な読図力と土地利用の状態を総合的K読みとる力の関係

第 13表で検討した単文による基礎的念読函問題と上記のI，IT，m，lVグループとの関係をみるた

め，次のようf.r表を作成して検討してみよう。(単文の問題は 4つのうち五つ以上できた者をOとする〉

第 1 0表

方位方位と土地利用方位と上伸利用と地形 I E 皿 N 計。 。 。 8 1 0 1 4 3 3 。。 。 X 5 5 6 1 4 3 0 。。 × 。 日 日 。 5 5 ① 。 X × 日 。 2 6 8 b.. 

× 。 。 日 2 5 6 日

× 。 × 。 2 5 6 口

× × 。 。 日 。
口

X × × 2 2 。 ? 1 3 × 

計 1 5 1 9 1 4 5 2 1 00 

a 方位，単文による読図力を全体としてみると次のような段階陀分ける ζ とができる。

ア全部よい者 。印 .')3人

イ 方位，方位と土地利用，地形と土紳.利用のうち 1つ不完全在者 C疋日印 3 9人

ウ上記の5つの中で2つ不完全在者 ム口印 15人

エ いずれも不完全没者 ×印 13人

ζζで注目すべきは ，地図上の南北の方位をま ちがいながら ，方位と土地利用，地形などK関する説

図が， .'iつ以上できた者(日口印)が12人もいるととで，とれは，答えを響くとき ，かん違いした者

もあろうが地図の上のほうは北の方向という明確な知識はもっていをいが，普通畑は北側に多いという

よう左何かと関係づけられるとある程度読図できるというきわめて不安定な，基礎のない読図力である

ととを示じて辛子〈。

b 上記の 4段階を ，分B(5lQ)(調〕の正否と関係づけてみると ，正答者は@Oこ多いが，正
答でき念かった者 (ill，lVグループ)はどの段階にも存在するととがわかる。 1た非常に不完全1i読図
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力で正答している者もなるので， ζの点を検討してtければ念ら左い。そζで，とれらの検討を要する者

を以下のように整理してなく。

上記の全部できたO印のう ち分B(5)③〔調 〕ができ左かったm，Nの 15人を@15と

上記のa臼口印のうち分B(5)③〔調〕ができなかったm，Nの34人を0 34とする。
与L上は没ぜまちがったか検討を要ナる。

ア

イ

する。

上記の全都不完全なx印のうち分B(5)③〔調 〕ので窒た1， JIの4人を X4とする。

上記の一部不完全な08臼ム臼のうち分B(5J@(調〕のできた I，JIの 12人を口12 

ウ

二E

とする。らL上は1.;:ぜできたか検討を要する。 ζれらを以下で検討してみよう。

選択肢の文に対する判断のしかたからみた読凶力

分B(5)③〔調〕は調査問題と同一で ，土地利用の状態を総合的K記述した下記のような選択肢の文章

に対して，どとが誤っているか指摘さぜたものである。との結果上記の問題を検討する。

③ 

山麓から北の方の起伏の少念い平地は，乾田 ，普通白，桑畑が地形K関係i.l:〈いり〈んでい

が山地と同じように森林陀訟なわれた部分もひじように広い。

多lハととろK分かれて必り，普通畑は

の北側(1(は普通焔がそれぞれ多(，平地の土地利用

沿いKは桑畑と森林，JIIの北側には普通畑と森林， Jllの南側に

山地は，ほ Jて ん戸森林VL:t~沿われている。

イ

エ

ア

ウ

っているほか，水のあふれやすい川沿いは桑畑K ，山麓のやL

，全体としては桑畑が最も広(，山地は森林止なっている。

オ

不完全な読図力で，なぜできたかa 

X 4のうちの 2名は ，上記の選択肢のうち誤りを指摘したのは 2っと 1つ程度?をので，まぐれ当P

といってよかろう。他の 2人は，正答肢をのぞいたアイウオのKついて， 3か所程度，傍線を引いた

箇所を指摘している。また白 12の中の4人は ，2っ ，あるいは 1つ程度の指摘で，かを b直観的念

判断Uてたよっているが， 8名は， 3つ以上誤答肢のあやまりを指摘している。そうすると，少左くと

も10人は，との問題陀関しては土地利用図と却z形図をたんねんに見比べて考えたといってよかろう。

したがって単文の場合は ，文章も簡単なので地図を注意深〈見ず直観的に反応し，そのため，できる

べき問題を誤]?，選択肢の複合文にをると ，とれはむずかしいと地図をたんねんに見たという ζ とも

考えられる。

なぜまちがったのか

(¥2)15と034が左ぜまちがったか検討するために ，分B(5)③〔調)VC :t~ける選択肢に対する応答

分布をみると次のようK在る。応答語査では ，ウが最も多く， イ ，オにもかなり反応があったが ，分

b 

析的問題ではウvc対する反応が多くなっている。そとで ，;をぜウに反応、したか検討しよう。文部省の
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第 11表 中間報告では ，単に「山地の斜面は切り開か

れて ，広い果樹園K念っている」という明白念

ア イ ウ オ 無 計 誤りを含んでいるにもかかわらず，…… と述べ

@ 1 5 2 ? 5 。1 5 ているが ，なぜ，その明白な誤りを正答とした
034 3 7 2 日 5 3 4 のか考えてみなければ走らない。そとで， ウ陀

計49 5 B 2 9 6 4 9 反応した 29人を検討すると ，次のようなとと

が分析できた。

ア 始めから ，森林を果樹園と混同している者 ?人…・・分(1)の結果Vてよる。

イ 果樹厨という記号は(うであると知っている(分(1)の結果から)vcもかかわらず，誤答肢

の広い果樹園を正答とし，正答の H 山地は ，ほとんど森林にななわれている"I'L傍線を引き誤りとして

いる。つまり ，大き〈明縫にえ拘ミれたりま果樹園と知っているが，具体的左地形図のうえでは森林の

広葉樹林記号であるQをむとを見分けられず ，それと混同したと考えてよい。とのようまものが， 1 1 

人いるc

c 以上のa， bは果樹園と森林の混同であるが，しかし，一面，設聞は，土地利用図をよ〈

みてとあるのVC，とれらの生徒は， 土地利用図もよく見たかどうか疑問である。 山地の土地利用はひと

つしか左<，山地の斜面が別の土地利用tてなっているか ，どうかは地形園と対比して見ればわかるはず

である。地形図だけでな<.土地利用図陀も注意をはらい，総合的κ見て判断するという見方が欠けて

いた点もああ。

また ，アイウオに反応した~ 9人を全体的にみると次のよう左ととがいわれる。

a 単文の場合は，文が簡単でよく考えてきたが，複合文K在ると複雑授ので細かい検討をし

ない。 49人中 15人は誤答肢の誤bを指摘する問題に手をつけてい念い点からいえることである。

b エの正答肢のどとを誤りとしたか見ると ，上記の他vc， )11ぞいには森林 ，)11の南側'JI'Lば乾

田と普通畑がそれぞれ多い であって， ζれも検討すると ，前者は ，地形図と土制Z利用図をよ〈見てい

まいし ，後者は ，普通畑は北偵1)のほうが多いととから ，文の ，それぞれ多い と凶う意味をくみとれず

誤りとしたと考えられる。 ζ とばの意味のと bちがえ とW うととも，との問題の正答率κ影響してい

ると考えてよい。

(5) 考察のまとめと指導上の留意点

a 土地利用図との苅比は左いが，地形図から土地のようすを読む別の問題を実施した結果で

は対象正念る地形図や選択肢が異左ると正答者は変動し，相関関係が低¥no (第7表 )したがって調査

問題の正答率だけで一般的在読図カをうんぬんするととは危険で ，問題に即した具体的を検討が必要で

事ゐD

b 調査問題とひとしい分析的問題笑施の結果では，正答者は応答調査のζろより増加する。

レかし分析的調査Vてかいて 2固とも正答した者は 15人で少乏い。他はつねにでき左かったり，高H'Lで

きなかった者が分析的問題をやっているうちVてできるようにをったり ，逆('[，確信のない応答で正答に

在っている者が誤答したりする。(第P表 )したがって ，学力調査の正答者全部を ，その問題をとく読

図カを身Kつけていると考えるζ とは危険である。

c 2回めの調査問題とひとしい分析的問題の正答者との相違を ，他の介析的問題との関係でみ
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ると ，

ア 分析したまた図力は，ある程度段階的に分けるととができ，その上位の者の中K正答者と

誤答者がいる。

イ 下位の者の中にも正答者と誤答者がいる。

ウ 基磁的自11'.関力が無くて誤答したと思われる者を除き ，誤答者の大部分である 49人を検

討すると次のよう左原因がある。

・森林記号と果故国記号そのものを混同している乙と。

・明確κえがかれたりま果樹簡とわかっていながら，解答の際，地形図の広葉樹林Qをむと見あやま

って応答したと考えられるとと。

・上地利用図を対比して見ないの 2つを見比べて総合的にと判断する見方 .態度ができてい7をいとと。

.選択肢の文宣言が長〈て複雑念ので ，注意深〈読まず直観的な判断で反応したとお

以上のととは学力調査にシいても誤答した原因として推測する乙とが可能であろう。

d 分析的問題全体をと辛子して，次のよう念読図力の問題がある。

ア 地形図のうえで南北の方位をみるととのできコまい生徒もいるから ，相当復習が必嬰であ

る。

イ 土地利肘を方位や地形と関係づけて杭むことがよくでき念い。と〈に細かな土地の起伏

台関係づけて読U力がとほしい。

ウ 乾田の地図記号をi;-fまえているが具体的念地形図のうえで普通畑と見まちがう者がいる。

e 果樹園.乾田宏どの地図記号を知ってい左がら地形図のうえで混同してしまう理由は不注

意もあるが，その根本的原因は具体的な賀M修図を使って上地利用を地形と関係づけて読む経験がとぼし

いととである。また，その際の指導方法も問題である。たとえば ，先生が地凶を読ませ念がら説明して

も，生徒は地図のどζを説明しているのかわから左い場合が多いと指被されている。また ，黛板で収容
(5) 

されたものは ，わかりやすい反面 ，特色が極端衣形でイメージ化され ，実際の地形図でとまどう場合も

あろう。とのよう念閑難点κ対し，実物投影機などの利用を相当考慮.されてよいと患う。

f 2つの地図を対比ナるζ とが案外でき念い。 ζの点は小続尺の地図でも，地勢図と土地利

用図，土地利用図と気候図など学習する機会を多くもっととが可能である。とういう学習をもっと強化

する必要がちろう。

3 地形図 ，土地利用図 ，断面図を対比して地形と土地利用

を読む力について

(1) 応答調査にみられた問題点と分析のねらい

調囚 3の問題は下記の地形図 ，土地利用図(略)断面図を対比して，断面図がaa' ，bb' 

c c' ，d d'の中のどれによって作られたものか選ばぜる問題で ，応答調査の結果は次のとまpりであ

る。
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第 12表

本県 3 9. 8 応答調査 3 9 応答分析 アaa'Ebbb' ウcc' エdd' 脅器 その他 計

全国 4 2. 3 2 3 3 9 1る 1 0 1 1 1 00 

との問題は ，.3つを関連的K見るl乞あたって，まず縮尺の知識や ，それK基づいて地図を読む力，ま

た，地形図と断面函と対比して等高線を読む力投どを総合的に必要とする問題である。

応答分布で日がつくのは，誤答の71(C反応、が多いととである。との点を調査問題から検討してみよう。

地形図は次のように在っている。したがって ，ア，ィκ反応した生徒と ウ，エに反応した生徒では反応

が質的に巽在るといえるであろう。

るからである。

〔土地利用図

50口 1000 1500 

略)

20日日

， 

2500rn 

ウ，エでは川の位置が異走り ，それv<:伴って土地利用の状態が変わ

そとで ，アとイを混同し?と生徒は少?をくとも次の 2点I(Cついて注意を払ったのかが問題である。ひと

てミは山地の高さで ，アの場合は5n m ぐらいκ~ る。もうひとつは北のほうの築港の存在である。そζ

で等高線で土地の起伏が読めるか，アの場合の断面図を提示してみるととや築落の記号を知っているか

などたしかめてみる必主主がある。また，無記が 11人もいるのは，三つを見比べる複雑さのため解答を

. . . . . 

. . ー. 

. 

. 

. . 

. 

放棄したものと思われる。 乙れも問題を要素的K分析して，読図)Jを検討するととが必要であろう。そ

とで分析のねらいを次のようにもった。

a 縮尺を中心とする読図力はどうか〔線縮尺の利用法，川の位置 ，土地利用念ど )

b 地形図と断面図を対比して地形の特色を観む力はどうか(昭.39の調査問題，分析的問題)

c 以上の結果と，調査問題とひとしい分A(3)3(調〕や分8(9)(調〕の結果とを比較して総

会的U亡倹討する。
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(2) 縮尺の知識に基づいて地図を読む力

第 13表

線縮尺を利用して距離を測定する 分 (6)① 

縮尺の知識κ基づき川の位置をみる 分 (6)②

牛 1

4 6 ( 64 )※ 

5 1 

中2

54(72)※ 

5 7 

縮尺の知識K基づき土地利用をみる 分 (8) 17 22 

( 6 3頁参照 ) ※( )は答を 1日日 Omから 1200 mとしたときの八数

a 線縮尺を利用して地形図のOP閣の~ê.維を測定する技能については，案外低いといわなけ

れば念ら左い。 1日7口m程度が正答であふが ，切り捨て ，切り上げを考えて 10 0 0 mから 11日日

m空でを正答とした。しかし .1 2 0日mをでとすると正答者はか念り増加する。それにしても 1年生

は低いといえよう。とれは，数縮尺を利用して ，5万倍すゐょう左形式的念訓練のみ受けているのでは

ないかというとと毛考えられる。

b 次Vて縮尺の知識を刺用して)11の位置をみる問題で調査問題の解決陀は重要な着眼点のひと

つである♂断面を地形図のcc'の線(ウK念る )にとって， )11の位置からアイウエを弁別させようとす

ゐものである。 ζの結果の反応分布をみると中2はア=9 イ= 1 5 ウ=5 7 エ=1 5 ，その他，

無=4である。地形図の川のはしり方からみて， ゥ，エ陀反応した者=7 2とア，イK反応した 24と

は質的l亡異在ると考えてよい。単独に川の位置κ着服させる念ら E できるわけで，学刀調査の際Kは，

そのよう左着服点をもちえ念かったという ζ とも考えられる。

C 縮尺の知識K基づいて土地利用をみる問題は， きわめて..iE答率が低い。との原因は，

ア 上地利用図と見比べて解答しなければ念ら左い。 ζのように関係づけてみるととができ

乏いととは前に検討した。

イ 前Vて分析したどと<.普通畑と森林の地図記号は生徒Vてよく定着してい在い。 ζれが最

大の原因であろう。

ウ 設聞は | ?口 10 1 0 1 |のo印5か所に記入させ， 3つ全部できた者を正答と した

ζ とも影響している。 しかし， 2つはできたという者でも 10人であり ，3っともでき左いという者が

4 2人もいるから ，ア ，イがお戸も1;:低い原因といえよう。

(3) 地形図と断面図を対比して地形の特色を読む力

断面図K闘する問題は ，問題形式の異左る 2つの問題を実施したので ，その 2つについて検討すると

B 

ζ 三ζ三三b どごと三二込

ζとここ二h よ"-こh
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Aのほうは 40年度の調査問題のタイプであり .Bのほうは 39年度の識査問題のタイプでと』てする。

2つのタイプの問題の正答率をみると次のよう K在る。

第 14表

ちる。

中 2中 1全国本県

※51.2 5 3 4 3 5 2.9 Bのタイプ分A(2)3 (昭 39調〕

4 1 3 6 Aのタイプ分B(7)

※;t:県，全国は昭和39年度の正答率(:;頁参照)

分A(2)3 C sH 3 9調〕は ，地形図の山地f'C.あらかじめ .ABの断面の線を引き，その断a 

冨図について正しいものを選はせようとするもので ，程度は全国平均とひとしいから，との点に関する

売図力は全国水準より低いとはいわれ念い。中2vてついて，前と同じように ，調査問題とひとしい分析

勺問題の正答者との関連をみると次のよう Kなる。両者の関連係数qを次の式で算出 してみると，

27 X 2 9ー 18 X 2 6 

27X29+18x26 

第 15表 = 0.2 5 1 q= 

分A削3(昭 39調JB型
で ，正答者の関連は低い。地形図 ，問題形式が呉

左るとはいい ，読図力が不安定でるり， また 40 計誤E 

年度の調査問題ができたから断面図がよ〈読める

とはいいがたいととを示していゐ。

4 5 

5 5 

1 8 

2 9 

2 7 

2 6 

正

誤

守A(3)3 (調〕

土地利用も示し

た断面図.A型 1 0日4 7 5 3 計

分(7)はAの揖寸プの断面図を見る問題で ，調査問題の地形図の山地の部分を使ったものでb 

π1・

口口口:

ちる。

正容のアaa' 1'[反応した者は 4 1人で ，断面図による問題と しては， Bのタイプより， Aのタ イプの

ほうが生徒にとって国難在ょうである。 aa'は 50 mを少しとえる程度の高さであると読める ζ とは調
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査問題のアとイを弁別するひとつの重要な着服点である。とれができるため陀は， 5 0 m . 1日Omの

計曲線の走り方Vて注意しなければなら乏い。しかし，生徒は，そのような計曲線の走り方K注意して ，

地形の特色をとらえているかは，さらK検討してみる必要があろう。

(4) 地形図，土地利用図，断面図を対比して地図を読む力

① 調査問題とひとしい分析的問題K対する正答者の変動

分析的問題Kよる調査では，調査問題とひとしい分析的問題を，調査A，Bの2固にわたって実施し

ている。そとで ，との同一問題K対する正答者の裂、化を検討してみよう。

第 16表

!f.;答調査一- 39 分A(3)3(調〕一一45 分B(9)(調〕一-61

上記のよう V[，回数を重ねるたびK正答者は増加しているのしかし，同ーの人聞がだんだんできるよ

うK在ったのか，分析的問題κよって検討すると次のように念る。

a 分Aのときもできた者は28人 ，とれを Iグループとする。

b 分Aのときはまちがって，分Bのとき ，できるようにをった者は33人，とれをEグルー

プとする。

c 分Aのときはでき，分Bのときはまちがった者は 17人 ，ζれを血グループとする。

d 分Aのときも分Bのときもまちがった者は 22人， ζれを Nグループとするu

前K検討したどとく， ζとでも ，illグループのよう it_， 前にできてい1i.がら，後からまちがったり，

Eグループのように前では ，まちがって，後からできるという者がある。分析的問題の実施というプロ

セスをと公った影響もあろうが ，とれから検討するよう1'(.生徒が身Kついた読図hで，確信をもって

応答し正答と念ったもので念い傾向がうかがえる。

① 地形凶 ，土地利用区 ，断面亙を対比して地図を読む力の分析

上記の IllillNの各グループと ，とれまで考察してきた分析的問題の結果とを関係づけてみると次の

ようκなる。在辛子O印は正答.x印は誤答..距離測定は 10 0 0 mから 12 0 0 mの解答範囲をO印と

した。
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第 17表

N 計

9 (Q) 

縮尺(距離) J 11の位置。 。
0

0

0

 

。
。
× 

× 。。
0

0

0

 

X 

× 

× 。
× × 。 X 

X × 

断面図。
。
。
。
× 。
X 。

土地利用。 I E E
 

7 。
X 5 17， 

81 
ト0
2 1 

1ノ

8 3 

× 

。。。 n
U

ヲ

3

n

u

a

A『

η
4 5 9 

5 2 2 

。 2 日 日

。
× 5 5 1 7 

× 5 

× 。 2 ?-口。 日

X 日 日2 2 4 

× 。 2
2

7

'

 

ι 18 x 

2 。 4 

× 5 E q × 

4 × × 

とれまで考察してきた分析的問題全組み合わぜて生徒の読図力を分けてみるなら次のようK在ろう

a (Q)印の 9人は完全正答である。 ζの中で ，分B(9) (調〕のできをかった者が1人いる。

b 0印の 28人は調査問題の解決に必要左 ，断面の線の中KJlIの位置を見?とり，地図の断面

を読んだり，土地利用を見分けたりする読図力のうち2つはできた者である。

-以上の中で，分B(ω〔調〕のできなかった者(mNグループ)は8人いる。とれらについてはなぜ

でき念かったか検討し左ければ念ら左い。

c 口印の 36人は上記の 3つの 5ち1つはできたものである。 との中にも分B(9)(調〕ので

き左い者(班N，グループ)が16人もいる。とれも念ぜでき念かったか検討し念ければ走ら在い。

d x印の 27人は線縮尺による距離の測定程度しかでき念いが，全部誤答である。との中に

分B(9)[調〕のできた者が1玉人いる。乙れを X 1 3として，念ぜできたか検討しをければをら念い。

令体としては，上記の 4段階K分かれるが，各段階に調査問題とひとしい問題である分B(9)(調〕の正

答者が存在する。すなわち，とれまで検討した以外の要因が ，との調査問題の正誤K影響しているので

との点を検討し左ければ左ら左い。

① 不完全な読図力で左ぜできたか

X 1 3名が最終的に調査問題とひとしい分B(9)[調〕をなぜできたか。答案用紙，その他反応した選

択肢，左 どを総合的に検討すると次のようなととがいえる。

a 地形の断面を読む力は，別の問題の分A(2)3 (昭39調 〕を見ると， 1 3 人は全部でき~

ν、。

b 縮尺の知識K基づいて川の位置をみる問題は，正答ではないが正答K近いエK反応してい

る者が5人hる。 ζれらの生徒は縮尺の知識に基づいて，ある程度，位置をみるととができる。

。土地利用にしても， ぜんぜんだめ念ので?をく ，3つの答えのうち ，2つ左いし 1フ程度で
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きる者が 4人いる。

d 地形図のaa' ， b b'などの記号をものさしできちんと正確に線を引いている者は 5人 ，と

れは，との調会問題をと〈に重要左ステyブであろう。

e 以上のどれにも属さ"s.:1.r>者:6，5人いる。

との研究では， とれ以上の分析は不可能である。ただ第 16表(1[見るどと〈正答者がどの段階にも分

布して公~ ，不完全な読図で正答しているというととは，調査問題 ，そのものの性質もあろう。

すなわち ，4肢択 1であるとと ，提示された地図が2つに断面図というやや具体的左図カZ加えられてい

るので偶然Kある部分，たとえば断面図の集落Vて自をつけて，地図を見たり，または ，川の位置からア

とイのいずれかと考えて応答しでも確率2分の 1である。したがって，読図問題5問中最高の正答率を

示しているから読図が高まってきたと解釈されやすいが， ζの介析結果ではそういえ左いように思う。

④ ある程度読図力をもち念がら在ぜまちがったか

分B(9)(調〕 κ誤答した 39人のうち， xの段階の 14人は基礎的読図力が1i:いというととがいえるo

00口印の 25人が左ぜまちがったか ，ととで検討してみよう。

a 2 5人の応答分布を見ると，下記のどと<，大部分の者がアa.a'jI[応答し，正答K近い反

応である。

ア=1 8 ウ=1 ヱ=2 その他=1 無=3

b アに応答した 18人のうち，前の断面図の問題でアは 50m程度の高さと正答した者が

1日人いる。との生徒は前K正答しさtがら分B(9)[調〕を考える際，断面図が 10 0 m程度であるとと

に注意し~かったわけである。前κ述べたどと〈計曲線の走り方に注意して地形の特色を把握してい左

レ、。

C アとイを弁別する要因として ，アの場合は集落が北のほうにあり ，イは念いこいうととも

ある。 18人のうち ，集落の地図記号を知っているか，分(1)でみると?人は知って，./)る。との?人は集

溶の念いイをアとしているのだから，断面の線に沿って地図をよく見ていないといえる。

d ζの問題の解決に必要左ステップと考えてよいのは ，地形図の中で， aa' ， bb'の線を正

確に引いてみるととであろう。とれも重要"s.:翫闘力のひとつである。ととで問題とした25人のうち

1 8人は定規をあて念いで不正確な線を引いたり ，あるいは線を引いてい念い。

以上のように分B附 〔調〕に誤答した 39人のうち読図力の非常κ低¥n1 9人をのぞいた ，2 5人を

検討すると， 1 8人は正答κ近いアドて集中している。それは， 2つの地図と断面図を見比べて判断する

Vてあたって ，土地 J用のようすや川の位置だけで衣<，集落が北のほうにあるか左いか，山地の高さは宅

どうか念ど，い〈つかの観点から総合的に見る態度，能力が欠けていたといえる。

(5) 考察のまとめと指導上の問題点

a 昭和39年度の調査問題は問題形式が単純な断面図の問題であるが， ζの正答者と分A(3)

3 (調〕の正答者との関連は低い。後者ができた者でも単純念断面図の問題ができ左い者が多い。(第

1 5表)

b 調査問題とひとしい分析的問題の正答者は ，応答調査一一分A一一分Bと回数を重ねるど

とK多〈走るが ，正答者の内訳rについて検討すると，誤から正へ ，正から誤へと変動する者Jjiか左りな
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り，明維な基礎的読図力l吃うらづけられた根拠で応答している者が少左いと止は前節と同様である。

(第16表)

C そζで，分Bの調査問題とひとしい分析的問題について ，正答者と誤答者の相違を令析し

てみると次のよう Kいえる。

ア 分析的問題の結果により読図力を全体としてみると， 4段階K分けるととができ，各段

階に正答者と誤答者が分布する(第17表)そとで要素的K分析した読図力がえtいというだけで左〈毘IJ

の要因もはたらいている。その点を総合的Kみると誤答者は次の点に欠ける(考察(4)④)

・3つの図を対比するとき，断面図の高さ ，土地利用， 川|の位置，集落左どを総合的v，ζみず何かひと

つの条件が満足すれば ，イ自の条件を検討しないで応答するという総合的見方，考え方の不足0

・ 問題VC~D した読図上の着眼点をもちえ念い ζ と。

イ 反11uvて不完全-&a売図力で正答できた者も多Ino との中κは地形図lて正確に線を引き注意

深〈地図を対比して見たと恩われる者もいる。しかし ，との問題は 4者択 1であるとと .偶然に北のほ

うの集落だけ見ても正答できたり ，) 11の位置だけ見ても確葱2分の 1(1(:1:るよう念問鐙でもある。 ζの

ような存、やa.VC述べたととから考えると ，読図問題5問中最高の正答率であるから読図力がかたまって

きていると解釈されやすいが ，ζの分析結果ではそうもいえをいと思われる。

d 分析的問題全体をとなして次のような基礎的読図力の問題がある。

ア 縮尺の知識に基づいて土地利用を読むととができない。縮尺の学習が線縮尺を用いて距

離を測定するだけに終わらず ，多種多様左学習活動を〈ふう し指導すゐ必要がある。

イ 調査問題Kかける地形図の等高線程度κ在ると土地の起伏に関するイメークがもてない

傾向がある。等高線が複雑な場合は計曲線の走り方vc着服させる指導が必要である。

4 地形図を読んで景観を考察するカについて

(1) 応答調査にみられた問題点と分析のねらい

- 8 3ー

i周回 4の問題は，下記の地形図とS1.

SJIの 2つのスケァチを対比させ ，とれを

かいた地点，方向左どを考えさぜようとし

たものである。 ζのスケ'77-の印刷が不明

瞭であったととに対し，女部省は遺憾の意

を表明しているが，それはそれとして，応

答調査ではやはり生徒の読図力のうえで問

題点、が感じられたので以下K分析的K考察

をする。

との正答率な主び応答分布は次頁のとな

bである。

との結果を見ると， S 2は鳥かん図であ

るとわかって応答している者がク左いよう

に思う。もし，そのようを点を考えて ，応、



1，...・・・・ーー ーーー........目'目.，..".....，..............，....・・ー

答する左 GSlはアからオまで .S2はカ

からコまでに応答が分布するはずである。

しかるにS1では力か らコまでの応答が

3 5人会j?，S2でアからオまでK応答し

た者が3 4人いる。とれがひとつの問題点

でるる。次に応答が平均して分散している

点も，あまり深〈考えず，適当に応答した

ものか ，どうか問題である。 ζのよ う左点

から分析のねらいを次のよう Vてもった。

乱 ζれと同様のねらい ，問題形

式である昭和39年度調査問題をやらせた

場合，やはタ正答者は少?をいか。

b 問題の応答過程を次の5段階

に分けて，つまずきの要因や読図力の様態

をみる。

ア スケ::;rが鳥かん図か平面
から見たものか区別させる。

イ 次V亡 2 どの方向をかいたも

のか判断させる。

ウ 在ぜ，その方向と思ったか理由を言己述させる。

c 方向を選択する手がかりと念る独立針葉樹，道路， J<き電線念どの地図記号の知識をみる。

d 分析的に考えさせて1ハった場合 .調査問題とひとしい分析的問題に対する応答はどう変わ

るか。

第 18表

1 8 

本県全国応答調査アイウエオカキクケコ 無，他

S 1 2日6 22日

S 2 14.6 15.7 1 4 

⑬ 6 13 6 12 13 5 7 6 4 1日

4 9 11 9 10 11 ⑬ 1口 10 1 1 

(2) 調査問題と異った地形図を読んて景観を考察する力

分A(2)4 (昭39調〕は，調査問題と同一形式の問題であるので ，まずその結果を検討する。

第 19表

※昭和 39年度正答率
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左表のとなりで，との考察の対象とし

ている中 2は，分析的問題による調査

の時点では高い正答率を示している。

乙れは ，他の読図問題を!原々に考えた

影響もあると思うし ，また問題のスケ



yチが明瞭で，特色ある4物体 ，家屋，集落，地形などがとらえやすいとと，問題形式が5肢択 1であ

るととも影響しているように智、われる。しかし ，との生徒が，すく・次の本年度の調査問題とひとしい分

Aα) 4 (調)vてないて，どのような反応をしているか両者の関係をみてみよ う。

第 20表

分A(2)4(昭39調〕 スク yテの問題

S 1 S 1 

正 誤 計

※1 6 
S 1 
正 1 2 4 

分A

(3)4 

〔昭 4口調〕

スケァチの

誤 58 

計 7日 3日 1 0日

2 6 8 4 

S 2 

問題 計

※1 8 

正 誤

S2 
正 4 1 4 

誤

計

3 7 4 5 8 2 

4 9 1 0日5 1 

正 誤 計

※1 6 正 7 9 

誤 63 

計 7 日

2 1 8 4 

ヨロ 1 0日

S 2 

正 誤 計

※1 8 正

誤

計

1 2 

3 9 4 3 8 2 

1日日

6 

5 1 4 9 

※印は分析的調査になける正答率で応答調査の正答率( 1 8表)でない。

ζの表』てよ_t，関連係数qを算出してみると次のようK念る。

分A(3)4(調〕のS1と分A削(fltj 3 9調〕のS1 

// S 1と

S 2と

S 2と

のS2 

のS1 

のS2 

1/ 

1/ 

1/ 1〆

q=O.147 

q=-O.588 

q= J.619 

q=O.372 

一部，関連あるものがあるが全体として関連が低<，調査問題の正否をもって一般的を読図カをうん

ぬんするととは問題があ9，との問題に則して検討するととが必要であることを示している。

(3) 調査問題の地形図を読んて景観を考察する力

① 調査問題Kひとしい分析的問題に対する正答者の変動

との調査では ，調査問題とひとしい分析的問題を調査Aと調査Bの 2回Uてわたって実施しているので .

その正答者が応答調査から，どのように変化してきたか最初κ検討して主?とう。 S1は下表のように分

第 21表

応答調査分A(314C調〕 分B(JOl(2J C調〕

S 1 1 8 

S rr 1 4 

1 6 

1 8 

2 5 

1 7 

- 85ー

析的調査Bでは増加してなり， S 2はほ

とん乞変わらf.cい。しかし，その内容を

検討すると， 8人が常K正答し ，約 70 

人が常』てまちがい， 2 2人ができたりま

ちがてコたりナる。との傾向はとれまでみ



a 分A.タBともに正答した者 S 1 = 8人 S2= 8人 I

b 分Aではでき念かったが分~ B ではできるよう κ左った者 S 1 = 1 7人 S2= 9人 E 

c 分Aではできたが分Bではまちがった者

d 分 A，分BともKできなかった者

S 1 = 8人 S2=10人 E

S 1 = 6 7人 S2=73人 N

てきた傾向にひとしい。以後(IL分B( 10)②〔調〕の応答を中心に考察を進めてみよう。

② 平地と山地から見た景観の相違を区別する読図力

S 1とS2は ，それぞれo(平地)， p (山地)のいずれの地点からかいたものか問うた分B(l 0) 
①の結果は正答者は70人である。したが勺て30人は方向選択以前K訟いてS1とS2を混同してい

る。さらに正答した 70人の中でも ，

a S 1の方向選択に際して ，p地点の方向を書いた者 2人

b S 2の方向選択に際して ，0地点の方向を奮いた'il!i' 3人

と念るから ，平地から見た景観と山地から見え景観との区別がつか念いで誤答している者が約5分([)1

ほどいるわけである。文部省の中間報告でも ，S 2の方向選択κ際し ，烏かん図であるととκ気がつか

ず .0地点の方向を書いた者が36 9ももあb留意すべき問題としているが ，との結果でも景観を地形図

で考察するに際して， 長観を見プヒ位置の高低を区別する読図力が不じゅうぶんであるととを示している。

① 道路 ，独立針葉樹 .送電績など地図記号の知識と応答の理由 との関係

景観をかいたスケ yテS1の方向を選択するに際して重要1i指標K在るものは ，一本松や自然堤防上

の道路左Jであ.!J.S 2の方向選択κついては ，送電線も重量考に左ろうと思って，とれらの地区!記号を

φ(l)Vてないて調会した。それらの結果は次のと公りである。
A 

aゑは独立針葉樹であるζ とがわかる者は52人である。その中で，正答のアを選び，その

理由として.1本松と書いている者は正答者25人のうち15人しかいない。

b宇品端会は，道路が高<;7ってWるのだとわかる者は28人である。 32人が並木道と混同

している。中 1も同様の傾向でるる。しかし，正答した28人の中で .S 1がアであると正答した者は

8人であ!J，その渥由と して自然堤防の道路をあげた者は4人Kすぎない。

c _._.をートーは .送電線とわかる者は67人いる。 しかし ，その巾でS2 Iまクであると正答した

者は12人でるDクと判断した理由として送電線をあげた者はひとDもい設い。

以上をみると ，地図記号がわかれば，ぞれで方向選択を正し〈できたわけでない。 スケy チと地形図

を見比べて，特色ある小物体，起伏(tC着服するという見方ができ念ければ正答できなかったわけである。

④ 地形図を読んで〉ス ケッ チVてかかれた景観の方向を考察する力

分B( 10)③は， スケ yチUてかかれた景観の方向を選択した理由をかかせたものである。 とれらの

自由記述を検討すると ，生徒の方向，距磁，高低左どの見方に関する興味ある問題が見出される。まず、

S 1について，そのま?もなものをあげてみよう。
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第 22表
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2 5 (ア)分 B(10)②〔調〕の正答

の誤答

4 3 

無記，その他=3オ=1 2 エ=9ウ=1 2 イ=74 3の内訳

ォκ反応した者の中で 11人は，a 

図の遠方(1[山があ.b'その下Vて集落があるか

したがって道路を川|ら，という理由である。

と思ったζ とκ在る。高低感が全かしいとと

もに，川の流れる方向が図のうえでどうあら

われるかという見方ができ左いことに左る。

自然堤防上の道路を川と見まちb 

がって，川の流れる方向からという判析をし

た者が 13人名、!J，イ， ウ，エ左どを選んで

いる。イはややよいが， ヱ ，ウは，川の洗れ

る方向が図Kどうあらわれるか見れないとい

遠くに森林や家があるから， とc 

える。

いう理由でオ，エ，ウ1.1:どを選んだ者が5人

エ，ワを選んだ者は，やはり道路を川いる。

と思って ，森林と家を考えたのであろう。

とれらの生徒は ，ば〈ぜんと低hととろからかいた，とか理由を警かない者が 14人いる占d 

と反応しているわけである。

次(I[，S2をみると次のよう になる。

第 23表

3 3 「平地から見?と図と混同した者

8 3 =内訳=1

」烏かん図としてP(I[応答した者

1 7 分B( 10)②〔調〕の正答

の誤答

5 0 

L 

無，その他=玉コ= 4ケ=2 3 キ三7カ=1 3 5 0の内訳

)11の流れる方向とかJIIの位置から，という理由でケ ，コ とした者が7人いる。スクァデがa 

不鮮明な点もあるが， 川の流れる方向が図にどうあらわれるかを見あやまつでいる。

川，送電線などには注意せず，乾田，集落，森林などの関係、で，カ ，キを選んでいる者がb 

1 3人いる。とれも読図とスケyチを見比べる際の不注意や方向感がなかしいといえる。

川の流れる方向κ注意し左いで，乾回一一)11← 集落 ，森林という配置の関係で ，ケ，コ

- 8 7ー
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とした者が7人いる。スケ yチのピ〈ぜんとしている点もああが，やはb方向感の不足であろう。

d j送電線の走る方向からキだとする者が5人いる。とれ投ど生.徒の方向感のまちがいを典型

的κ示したものといえよう。

e 山地の下の集落をスクyチの集落だという理由でコとしている者が2人いる。とれは生徒

の読図vc辛子ける距離感の不完全さを示しているといってよい。

f スケy チUては川がないからという理由でカとしている者が2人いる。

g ば〈ぜんと高いととろから克たから，とか無記の者が13人いる。とれらの生徒は ，考え

念いでば〈ぜんと反応しているわけである。

(4) 考察のまとめと指導上の留意 点

a との調査問題の正答率が低いから，地形図を読んで，考察する力が乏いとはいわれない。

別な地形図とスケ y チの問題でやらせると，会歯や県の平均正答率に比べて低いとはいわれ念い(第

2 1表)そして ，両者κはあまり相関関係がないから .ζの問題は .との問題として考察しをければ企

ら念い。 (第22 ~長)

b分析的調査の結果では同一問題を 2回やらせても正答窓の変化は少念<，しかも正答者は一

定してい念い面がある。しかし ，常代誤答している者が70 %前後ある。(第23表の下)

C とのように正答率が低いのは，前にも述べたとと<，スク yチがば〈ぜんとかかれている

からである。しかし，との点を前提としても，なな生徒の読図上の問題点2・して次のようなととがいえ
ょう。

ア 平地と山地から見た景観の相違を区別でき左いとと(第24 ， 2 5表)

イ スケ yチの巾にある特色ある独立針葉樹念どに注意し念い。地図記号コO;わかっていなが

ら，そういう特色に着服するととのできない者がいる(考察(3)③)

ウ 自然堤防上の道路と川の見まちがい，そして ，その流れ十方向が図Kどうあらわれるか

という見方が誤っているとと〔考察(3J)

エ 集落，森林，乾田などの配置を見る距離感，方向感の不足〔考察(3J@)

オ 明確念根拠もな<，ただば〈ぜんと判断する思考態度〔考察(31@)

力 総合的陀見左いで ，何かひとつ自κつくと ，すぐそれで判断する総合的な見方の不足

〔考察 (3)ほど治堵えられる。

d とのよう左傾向をみると，地図と現地との対比をする学習はやはり不じゅうふ・んであると

断定してよいようである。とれまで考察してきた地形図とスケァチを見比べて ，鳥かん図を区別したb

特色あ刷物体 ， 道路のはしり方，集落，森林 ， 乾田~どの位置関係，とれから方向を選択できる能力

は，本質的k亡は地形図と現地を見比べる学習κよって身Kつ〈ものであるといってよい。

指導要領では野外観察を実施するよう決められているが，学校，地域の環境，臼課表 ，担当教師など

の関係、で実施圏難念点もあ!J，つい軽視されるとともあろう。 しかし，地図の読み方に習熟させ，地理

学習に興味をもたせるには野外観察が最適であるといってIい。校舎の屋上，学校周辺左どでどのよう

念学習をさせられるか深〈検討するととがぜひ必要であふまえ学校環境の特色を考えて ，学校周辺で

でき左い観察κついては遠足，修学旅行などの機会を利用するととなど配慮すべきであろう。
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5 小学校 6年の読図問題に対する中学生の読図力

(1 ) この 問題をとりあげた理由

一一一 小中読図指導の関連一一一

第 24表

大縮尺の読図問題をとタあげた理由のd( 5 2頁)を参照していただきたいが ，小中学校の読図κ関
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する問題の全国平均正答率を年次別に見ると第24表のよう K走る。問

題の難易度も影響するであろうが，文部省が，その学年として要求され

る読図力をみようと して出題されているとするをら ，中学校.t.!i小学校

のほうがよタ期待水準に達していると仮定できょう。そとで，小学校で

高められた読図力は， 中学佼でどのよう K発展しているか ，それは， 地

図学習の指導内容の配列とどう関係しているか考察し，読図指導の留意

点、を指摘できる念ら，それを明確Kしたいという考えでとタあげたわけ

である。

(2) 小学校6年の読図問題 と分析のねらい

昭和40年度小学校 6年の調査問題大問団のねらいは次のとま，.!Jであ

る。

地図記号，方位，縮尺，等高線等の知識を活用して地図を読む能力

小聞のねらい

1. 地図記号，等高線等についての知識を活用して地図を読み，地域の特徴会判断する能力

2. 地図記号，方位，縮尺，等高線等Vてついての知識を総合的に活用して地図を読む能力

tl上のねらいVζ基づく問題は.55頁を参照していただきたいが，下記の2つの地図を比較し左がら

地図1 地関2

。工場 ;。。。;く だもの畑 9 5∞田

- 89ー
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知識，それ守使って読図する能力というものは地形凶の読函K発展する基礎的念ものといってよかろう。

そとで，他の分*Jiif1笥題との関係で，くだもの畑の凡仔Ijだけ在除いて分A(I)として中学生に実施し，小

学生の応答ね兄と比較するととによって読図力の発展傾向を考察しようとした。

(3) 小学6年から中学 1. 2年にかけて読図力の発展

①・小 6調査問題とひとしい分析的問題を実施した結果

第 25表

本県※ 全国滋〆.'- 分析問調査小品 中 1 中2

分A(l)(あ〕地図1 7 8. 2 8 1. 5 7 2 7 1 7 3 

分A(1) [あ〕地図2 8 O. 2 8 O. 6 8 1 7 1 7ι 

分A(1)('、〕 68. 7 7 1. 6 6 9 6 3 もι

※ 小学校6年の平均正答率

左なり，その応答分布を分A(l)[あ〕 地図1 • 2 Kついてみると次のように在る。

第 26表

2 5 4 5 その他 無 計

分A(l)(あ〕地図1 IJ、6 11 ⑫ 5 5 ι 日 1 00 

中1 2 の 可 5 5 11 1日日

中 2 2 @ 5 18 。 1 00 

分A(l)(あ〕地図2 tJ、6 ? ι 2 @ 。 1 00 
中 T 2 9 A 。1 2 10日

中 2 3 3 @ 1 6 。 1 00 

以上の結果をみると，小学校で学習する地図を対象とする読図では，小6と中 1 • 2は変わりなぐ，

むしろ低い傾向がみられる。応答分布でその他が多いのは選択肢の番号を 2つ記入している者で，設問

の H それぞれ一つずつ選んで/，'vc不注意である。とういう生徒も小学生よタ多い。

② 小学校の分析的問題とよ〈似ている介析的問題を実施した結果

読図上の基礎的知識 ，理解としてみた方位，線縮尺の利用合どの分析的問題は小学校の分析的問題と

よ〈似ているので，その点について比較してみると次のようにをる。

- 90ー



第 27表

大縮尺の地図をみる場合，上下左右はどの方向に念るか

中学校分(4) 小学校分B(2)

線縮尺を利用して地図上の 2点閣の距離をはかる

小 6

5 3 

中

4 9 

中2

5 8 

07θ ① 6(64) '.:.154(72) 

中学校分削 小学校分B(31③①距離の正答は 10 0 0 mから 11 0 0 mまでとしたが，

100 0 mから 12 0 0 mの範囲で応答した者全みると ( )の中の人数になる。

。小学校の問題は選択肢を 4つつけ ，その中からひとつ選ばぜる形式である。
小学校の問題に闘しては，紀要 52集を参照していただ者たい。

ζれは，ひとつの例であ9.問題形式も小学校と中学校では少し異在るから厳密在比較では左い。し

かし ，とのような基礎的事項に関して ，小学生と中学生との間Yてるまり差がないという傾向を示すもの

として意味があると考える。

以上の①と②の謁査は，対象が10 0人という一部{つ中学性Yて過ぎ左いから ，とれをもって中学生全

体の傾向を うんぬんすることはでき左い。しかし ，中字 1年では大縮尺の地形図について指導が念され

左ければ念らないはずである。また，中学校の讃査問題Kひとしい分析的問題に対する正答率は分析的

論査の時点、K沿いては全国平均E答率より高い傾向Kあるので，上記の傾向を特殊念例外と し左いで，

考察するととが中学校の読図指部受発展させるために有意義であると考える。

そとで，第26 • 2 7表の示ナ意味を考えるなら ，中学校の「郷土Jの単元で大縮尺の地形図の読図

指導が行念われるわけだが，小学校で~J得してきた読凶力をじゅうぶん発展させてい念いのでは念いか ，

そして，その原因は，中学校で読図指導がなろそかに左っているか，あるlρは，読図指導をしても ，小

学校での読図指導をスムースに発展させるようK指導されないかのいずれかであろう。前者は問題外と

して，後者については，検討を要する問題である。そとでまず，教科書，文部省の指導奮をどで読図vc

関ナる指導均容の系列を検討してみよう。

(4) 小学校，中学校における大縮尺の地図を読 む指導内容の配列

小学校の地図指導は絵地図から始ま !J.烏かん図，地形図o誌の地形図でt.zい場合が多い)と発展す
るが，地形図と関係する内容の配列は概括的Kは次のようにをろう。

3年生 鉄道，駅，学校，道路などの地図記号を絵地図κ併用する。

4年生 平面地図の利用になれさせる時期で ，地図VCi.'ける方位の見方，訟も左地図記号〔たと

えば水田，畑，森林，部落，等高線~ど)を覚えさせる。

縮尺を利用して初歩的左距離合測定した!?，等高線Kよる高低の比較念どさせる。

5年生 日木を学習対象とするので地図は小縮尺が主Vζ在る。 部分的に大縮尺の地図を使って .

地図の総合的な見方の初歩を学習する。

4年生 地理的内容では世界の国々の学習が中心K念るので地図は小縮尺の世界地図と走る。

中学校 抱導要領では， 5万分の 1程度の続尺の大き在地図宏中心として……地図の記号の理解

や読み方vc走れさせ………とれらについての知識や技術左どを ，小学校のときょ bもさ
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らに発展させる ζ とK念っている。

与L上を見て注意しなければ念ら念いのは ，地図学習を継続的K行左われるが，地形図のよう念大縮尺

の地図は小学校 6 年では学習されず，場合κ よっては小学校 5 年でも不じゅうふ・んVC~ るととが予想さ

れるととである。 ζのように指導内容の配列には断層があるわけだから ，中学校で地形図の読I!1?I指導が

まpろそかになった!?，あるいは，いっき ょに高度な地形凶で専門的なζ とが注入された場合，一部の優

秀在生徒を除〈大部分の生徒の読図力は発展しないといえよう。

(5) 考察のまとめと指導上の留意点

a 小学校から中学校Vてかけての読図カの発展をみるために同一問題または ，ねらい ，形式，

内容の似ている問題で小学6年生と比較してみると，実施した問題に関しては小学校から中学校へと

読図力が発展していると考えられ左い傾向がある(第25 ， 2 7表)

b とれまで検討してきた各節の分析結集からみても，たとえば次のよう念問題もある。

基本的な土瓶リ用の地図記号などの習得状況も一部の記号はよ〈在い(第2表 )ζれらは ，小学校で

もっと徹底されるべきである。

c 以上のようなととから ，小中学校の統図指導の関連はあま.t，うま〈いっていないという

推測が可能である。そとで ，その点を指導内容の配列という面から検討すると，地形図に関ナる指導は

小4が中心で，.tj、5でそれが高められるが小品では行宏われ念い。そして中学校へきて真の地形図で指
導されるととにをる。

そとで ，中学校で読図指導が主計ろそれKされた_tJ，いっきょK高度在地図学習を行念わせたbすると

一郎の俊秀左生徒以外は読図力が発展的κ高まらないζ とに在る。したがって中学校に幸子ける指導上の

留主主点として次のととが考えられる必要がある。

ア 中学校 1年の地形図指導の導入にあたっては ，縮尺，方位，地図記号，土地の起伏在ど

の基礎的事項についてある程度復習して基礎をしっかb身につけさせるととが必要である。

る。

イ 使用する地形図や要求する読図内容1J始めから ，あまb高度に走らないよう在意する。

ウ もし郷土の地形が複雑念ら，すぐ郷土の地形図を使用せず簡単在地形図から読図宏始め

エ 郷土の学習はだいたい15時間程度なので，以上のほかV(，さらに，いろ凶ろ念地形図

について読図さぜるζとは時間的κみて不可能であろう。したがって ，r日本の諸地域Jr全体として
の日本Jv(ないて計薗的に地形図の読図をとb入れることが，その地域性を具体的κ理解さぜる反自，

読図力を高めるととにもなる。 ζのような考えで指導計画をたて，笑践し効果をあげた例として，当研

究所研修員，中海域郡柿崎中学校 五十嵐静夫教諭の研究論文(教育実践研究集録第3集).念ども参

照していただき Jとい。

W ま と め

1 分析的調査による調査結果のまとめ

とれまで ，考察した従謀を， 5:5頁にあげた分析的問題4句交のねらいからまとめ，研究の目標とした
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点iてついて述べたい。ただし ，小中読図指導の闘速については ，前節でまとめたのでととではとPあげ

念い。指導上の留意点κついては .2として ，まとめて述べるととKする。

(l) 問 題形式が同一傾 向 で ，地形図の異念る昭和 3 9年度調査問題を実施 ，

した結果Kつ いて

実施した問題は.3 9年度調査問題の 囚 1.2.4.5VCついてでる t • 4は形式もか1i.!?異1iるが ，

実施した結果は次むとる‘bである。

a 分析的調査の時点V亡がいて ，正答率は1問を除き全国平均正答率よ D高<.また .40年

度調司祭問題とひとしい分桁的問題(調査AIてなける )の正半年率よb高い。 40年度の調査問題は土地利

用図も対比してみるという条件治功日わったから低〈左ったとも考えられる。したがって .4日年度の正

答率が下がったととだけで，11"昨よb読図力が低下したと解釈するととは危険である。

b しかし ，ζの両者の応答Kついて相関表をつく 9.関連係数をだしてみると関連は低<， 

ときにはマイナス申てなるとともある。 ζの意味を解釈すると次のようにいえよう。

ア いずれか ，いっぽうの正符率だけから，一般的念読図カが高い ，低いと解釈するととは

危険である。あ くまでも調査問題に即して解釈するのが妥当のよう である。

イ 生徒の読底力という観点でみる左ら ，地形図が異だとっても正し〈読図できるほど力のつ

いている者は15 %内外で ，いろいろ念地形図で読図する学習が不じゅうぶんである。

(2) 調 査 問題とひとしい分析的問題を 2回実施した結呆Uてついて

ζれを笑施したのは ，調巴 1• 2 ， 3， 4で，1は問題形式を少し異念らせたので ，ととでは省略

する。との来ま果から次のようにいうととができょう。

a 正答者の人数lまs応答調査一一分析的調査A一一分析的調査Bと増加する。 (ただし，ス

ケyチの問題であるS2は場加しな加。 ζれはスケyチの印制が不明瞭であるととが影響しすいよう。 )

b しかし ，分析的調査の 2固についての正答者を検討すると次表のように左り ，正答者が常

K正答しているわけで左い。 1凶めと 2固めとの聞に分析的問題をやるプロセスがあるわけだから ，II

m 2 8表 グループの存在

は当然、であると

分析的問題Kなける調回 2 調囚 3 翻囚 4S 1 調囚 4S 2 いえる。 Eグノレ

両者ともに正答 1 5 2 8 B 8 I ープの存在は，

始り誤答 ，あとで正答 1 9 3 3 1 7 ? E 生徒が正答を選

始め正答.あとで誤答 1 4 1 7 8 1 0 E ぶにあたって ，

両者ともに誤答 5 2 2 2 6 7 7 3 N 明確左正しい綬

拠で応答してい

るとはいえ念いζ とを示している。

ア 調査問題の正答率宏解釈するに当って ，止さ事者全部が問題た解決する読図力があって応

答してると考えた!J.また誤答者全部治相題を解決する読図カがないと考えるととは危険である。学習

成績や応答分布左どと関係づけて考察するほうがよタ妥当な解釈をえられよう。

イ 調査問題を 2固とも疋答しうるほど明確な正しい根拠をもって応答している者は少数で
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あるから ，誤答の原因である読図カの欠陥をじゅうぶん検討するととが重要であろう。

(3) 調査問題の解決に必要と思われる読図力を分析的に検討した結果に

'ついて

調囚 1の分抑ヲ問題も含めて，上記の問題を分析的問題と関係づけて考察したF果では，各調査問
題の分析どとに次の図のような関係がみられる。すなわち要素的に分析した読図カの程度は，全体とし

l てはJ点線のように段階づけるζとが可能である。その中に紗ける正答者の

6.1 分布をおと斜線を引いたように各段階に分布するo したがって正答者と
誤答者の相違は，要素的に分析した知識，能力以外の別の要因も大き〈は

| たらいているといってよい。そこで ，最終的に選択肢を選択した理由の自

~. . . ... . .. ， " D， .，...1 由記述ゃ ，誤報と考えた理由 ，相関表山ミら総合
~1 I ~してみむその結果は次批判である。

遣うる。

a AとGは基縫的念読図力が同程度κょくできるのK正答と誤答κわかれたのは

ア 地形図だけ見て ，土地利用図を関係づけて見左い。

イ 2つの条件を満足させる必要があっても 1つの条件だけ考えて相j断する。

ウ 問題に即して読図すゐ観点を明確にもた念lρ。要素的K分析して問えば正答する知識は

ヱ 選択肢の表左どを検討する手願がわからず混乱する，念どである。

b BとDは分析的問題がほぼ間程度にでき念い。しかし ，Bの.t:うに正答者がいる理由は明

確陀は分析しがたい面もあるが以下の点はいえよう。

ア 2つの地図をよく見たり，選択肢の文章を注意深〈検討している傾向が見られる者もい

る。

イ 多肢選択法の欠陥である偶然的念正答がある。

ウ ・問題で正答している地図，断面図，スク yチなどは文章κ比べて具象的であるので直観

的走判断や偶然K着服したごとく一部分のもので正答しうる可能性もあふ

Dの誤答は基礎的左読図力も不足念うえ(1[，注意深く問題を検討するとともしをい。

礼上のように考えると，誤答の大きな要底として基礎的読図力がないというだけでなく注意深〈鮒担

を見念かった点があげられる。そして，それはよ記のCの誤答の理由， Bの正答の理由， アなどの地図

を関係づけて見た9，総合的に考える能力，態度の不足からくる不注意であるととを強〈指摘したい。

2 基礎的読図力の問題点と指導上の留意点

分析的調査の結果を考察したものは前章の各節どとKまとめてあるので，ととではとく K読図指導に

あたり留窓すべき問題点、のみ抜きだして述べたい。

(1) 個々の地図記号を稽記さぜるだけでは地形図のうえで，それを読む力に走ら左い。実際の地

形図では，記号も小さく不明瞭念うえ，他のいろいろ念記号と混在しているのでそれK気付か左かっ

たb他の記号と見分けられZとい傾向がある。地形図のうえで記号を読みとらせる指導が必要である。

(2) 土地利用を土地の起伏と関係づけて読んだり ，地図上に引いた線に沿って読むようなきめの
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細かい読図ができない。細かいととろ』て注意して地図を見左いと正答でき1.:い発聞をお・りまぜて指導す

るととが必要である。

。}地形の断面を読む場合 ，地形図の上にきちんと正確に線を51<習慣を身につけさせるζ とが
必要でるる。また複雑念等高線全読む湯合 ，計曲線の走D方に着眼させる配慮も必要である。

ω) . 2つの地図書r対比して読めと指示されても.いっぽうだけ見て対比しない傾向が見られる。
小縮尺の地図でも ，地勢図と分布図，産業分布図と人口密度図友ど対比して地図を読ませる指導を強化

する必要があろう。

(3) 地形図を読んで景観を考察する力は，スク yチが不鮮明な点もあるが，地図と現地を対比し

て読ひ学習の不じゅうぶん:7ととを示している。校舎屋上，校舎周ili左どを活用して野外観察左充実す

るととが必嬰である。

らは，分析的問題の結果K関するまとめを述べたが，との分析的研究κも多〈反省すべき点はある。

分析的問題にもよb改善すべき点もあろうし ，面接念どの必要性もあろうc とのような不完全念点もあ

るがとの研究をと事、して感じた点在述べてみたい。

この分桁的調査は本年が5回目であり ，との3回を社会について分析的研究をすると，いつでも基礎

的知識はそう左いのに正答していたり ，誤答しているが基礎的知識をもっている一部の生徒が存在して

いふととK気づく。大数調査になれば， ζれらの誤差はある程度除去されるのかも知れ在いが ，百名程

度の牛には，とのよう老生徒の存在がか念りあt，その正答誤答の要因は笑Vて複雑で生徒の思考の複雑

さを示して凶る。学力の調査方法としてペーパー調査，多枝選択法というものの限界を感じざるをえ念

い。しかし ，反面 ，大部分の学校がテス ト形式として多肢選択法をとってお、!?，それを中心にして学習

結果を評価している場合が多いといってよい。そのうえ，社会科では問題作成が零易で念<，ともする

と市販の問題集問よる場合もあろうoζのような現状仰いで私個人としては ，tfしろ文部省の調査
問題』ては，と <VL問題作成の手法左どについて学ぶべき長の多いととを感ずる。問題を検討しないで正

答率だけ問題Vてするのはどうかと思うが，また，文部省がやる調査だからといって ，すべてを無視する

のは社会科教舗として固定的左ものの考え方である。 ζの読図問題にしても分析したどと〈問題点はあ

るKしろ，問題作成の手法衣どで学ぶべき点、が多いと思う。学校で調査問題をよ〈検討し ，よい点を取

り入れ，テスト問題改善の資料とするととが必要であるととを感ずるわけである。
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